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第
二
節
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
と
法
圏
論

第
二
節
小
括
と
プ
ラ
ン

第
二
章
法
圏
論
に
お
け
る
基
本
問
題
の
析
出

第
一
節
区
分
原
理
と
し
て
の
基
準
と
視
座
と
し
て
の
基
準

第
二
節
包
括
的
分
類
体
系
と
し
て
の
法
圏
論

第

三

節

小

括

第
三
章
「
様
式
理
論
」
と
の
対
比
に
み
る
「
規
定
的
要
素
」
の
性
質

第
一
節
「
様
式
理
論
」
に
お
け
る
「
法
様
式
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

第
二
節
「
法
秩
序
の
構
造
」
と
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規
定
的
要
素
」
と
の
理
論
的
連
結
点
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四
章
総
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と
展
望
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は
じ
め
に

で
、
リ
ス
ボ
ン
の
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
館
に
お
い
て
法
務
官
お
よ
び
報
道
官

と
し
て
勤
務
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
ル
ー
マ
ニ
ア
本
国
の
政
治
的
変
動

に
よ
っ
て
帰
国
が
困
難
と
な
っ
た
彼
は
、
一
九
五
四
年
ザ
l
ル
ラ
ン
ト
大

学
に
お
い
て
教
授
資
格
を
取
得
し
、
一
九
六
一
年
同
大
学
の
、
法
学
・
経

済
学
部
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
比
較
法
講
座
の
正
教
授
、
そ
し
て
開
午

(1) 

広
g
g
l
r
g【
U
S
E
Eロ何回打。
(
3
E
1
3∞
-
)
の
略
歴
と
業
績

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ

(EORS'rs
。
。
口
忠
告
四
百
四
回
目
。
)
は
、

九
二
二
年
ル
ー
マ
ニ
ア
に
生
ま
れ
、
一
九
四
O
年
パ
リ
大
学
法
学
部
に
お

い
て
カ
サ
ン

(mg恥

n
g
g
お
宮

1
3示
)
の
指
導
の
も
と
で
博
士
号

を
取
得
し
た
。
そ
の
後
帰
国
し
、
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
法
学
部
の
、
私
法
お

よ
び
比
較
法
の
講
座
を
担
当
し
た
後
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま

一
九
八
一
年
六
八
歳
で
没
し
た
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
学
問
上
の
業
績
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体

法
、
そ
し
て
彼
の
博
士
論
文
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
双
務
契
約
の
解
除

(
E
芯

8
-
E
S
母国

gロ
E
Z
間
百
島
印
刷
B
邑
宮
町
田

g
a
g広
島

m
g
g仏
)
」

円
。
官
自
吉
田

E
E所
長
を
兼
任
、



お
よ
び
教
授
資
格
取
得
論
文
「
契
約
に
お
け
る
不
履
行
お
よ
び
過
失
の
比

較
法
的
研
究
(
フ
ラ
ン
ス
法
、
ド
イ
ツ
法
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
)
(
回
目

口
四
回

f
g
g
=
a
p
g
gロ
R
R
E
o
-
-
o
g
a
s
=
8
5
3
H
A
m
〔

a
s
=
骨

S

2岡
田

色
n
s
g
p
告加

-g〕
」
を
は
じ
め
と
す
る
法
制
度
比
較
、
さ
ら
に
は
比
較

法
基
礎
理
論
に
わ
た
る
広
汎
な
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
コ
ン
ス
タ
ン
テ

イ
ネ
ス
コ
の
主
要
著
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
同
体
法
(
U
g
m
-
2
F
E
R
E
B司
寄
与
g
の
町
田
町
5
2
F
事
国
=
)
』
第
一
巻
、

(2) 

「
法
比
較
(
m
m
n
z
z
g
a
-
2
n
吉
田
明
)
』
全
コ
一
巻
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
比
較
法
理
論
と
し
て
論
究

さ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
『
法
比
較
』
第
一
巻
(
『
法
比
較
入
門
(
開
B
E
F

コンスタンテイネスコの比較法理論

E
E加
百
円
官
官
s
a
g
a
-
g
n
吉
田
明
)
』
)
お
よ
び
第
三
巻
(
「
比
較
法
学

(
0
5
5
n
F
z
g
G
E
n
-
M
g
e
dそ
E
S
S
E
-
w
)
』
)
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る

比
較
法
基
礎
理
論
に
位
置
す
る
部
分
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
論
に
先
立
ち
、

こ
れ
ら
二
巻
の
主
た
る
テ
l
マ
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
触
れ
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

第
一
巻
に
お
い
て
は
、
比
較
法
の
困
難
性
や
そ
の
存
在
理
由
に
関
す
る

前
提
問
題
の
提
起
が
な
さ
れ
、
比
較
法
に
お
い
て
す
で
に
確
定
し
て
い
る

も
の
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
展
開
が
扱
わ
れ
た
後
、
さ
ら
に
比
較
法
に
お

い
て
確
定
し
て
い
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
比
較
法
に
お
け
る
「
大
き
な
デ
イ

レ
ン
マ
(
句
o
o
g
E目
2
5白
)
」
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ

ネ
ス
コ
は
、
こ
の
比
較
法
の
「
デ
ィ
レ
ン
マ
」
に
つ
い
て
、
比
較
法
の
定

義
、
対
象
、
適
用
領
域
の
み
な
ら
ず
、
「
法
比
較
は
、
単
な
る
方
法
か
そ

れ
と
も
独
立
の
学
問
分
野
か
」
と
い
う
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と

(3) 

す
る
。比
較
法
は
単
な
る
方
法
か
、
そ
れ
と
も
独
立
の
科
学
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
現
在
な
お
明
確
な
一
致
点
を
み
ず
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な

立
場
と
そ
の
対
立
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較
法
は
法
の
比
較
方
法
に
す

ぎ
な
い
と
す
る
説
と
独
立
の
科
学
で
あ
る
と
す
る
説
と
の
対
立
、
さ
ら
に
、

方
法
で
あ
る
と
同
時
に
独
立
の
学
問
分
野
で
も
あ
る
と
す
る
折
衷
的
立
場
、

(4) 

あ
る
い
は
か
よ
う
な
議
論
の
意
義
に
つ
い
て
消
極
的
な
立
場
等
で
あ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
こ
う
し
た
比
較
法
固
有
の
問
題
性
を
比
較

法
に
お
け
る
「
不
確
実
性
(
C
E
n
宮
吾
岳
)
」
と
み
な
し
、
第
一
巻
後
半

は
、
比
較
法
が
単
な
る
方
法
か
ら
独
立
の
科
学
へ
と
移
行
す
る
た
め
の
条

件
の
追
求
へ
と
向
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
独
立
の
科
学
と
し
て
の
比
較
法
を
基
礎
づ
け
る
試
み
の
失

敗
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
が
、

a)
独
立
の
科
学
の
真
の
存
在
条
件
に
関

す
る
無
知
、

b
)
比
較
学
者
が
、
常
に
ミ
ク
ロ
比
較
の
み
を
行
な
い
、
決

し
て
マ
ク
ロ
比
較
を
行
な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、

C
)

ミ
ク
ロ
な
比

較
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
無
数
の
ミ
ク
ロ
な
成
果
を
整
理
し
分
類
す
る
科
学

的
な
諸
基
準
の
欠
如
、

d
)
法
秩
序
を
包
括
的
単
位
と
し
て
観
察
す
る
こ

北法53(1・129)129
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と
な
し
に
は
科
学
的
基
準
は
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
四
つ
の
点
に
求
め
ら

れ
、
法
秩
序
の
包
括
的
な
単
位
と
し
て
の
「
法
秩
序
の
構
造
(
印
g
E
R

色
白
『

mnnzgaEa)」
の
究
明
を
可
能
に
す
る
科
学
的
基
準
の
必
要
性

(
5
)
 

が
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
に
よ
れ
ば
、
比
較
法
学
の
目
的
は

法
秩
序
の
形
態
学
的
構
造
の
究
明
と
認
識
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
諸
法
秩
序
聞
の
構
造
的
比
較
、
ひ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
「
類

型
学
的
分
類
(
門
司
。
芯
胸
囲
お
宮

E
g盟
国

N
5
2
D開
)
」
が
、
依
然
と
し
て
大
き

な
使
命
で
あ
る
と
し
て
、
比
較
法
学
固
有
の
適
用
領
域
と
し
て
の
「
諸
法

秩
序
を
法
族
あ
る
い
は
法
函
へ
分
類
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
独
立
の
学
問

(6) 

分
野
と
し
て
の
「
比
較
法
学
」
の
存
在
は
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
。

当
初
『
法
比
較
』
第
三
巻
は
、
第
一
巻
に
お
け
る
理
論
的
基
礎
づ
け
と
、

第
二
巻
に
お
け
る
比
較
法
の
方
法
論
上
の
分
析
と
を
受
け
て
、
ダ
ヴ
ィ
ド

(mg恥
ロ
包
仏
)
の
表
現
で
い
う
『
現
代
世
界
の
主
要
な
法
系
(
門
町
M

C
E
5
2
E目
員
同
日
記
巴
『

gミ
目
言
。

E
Z
)』
に
あ
て

(
7
)
 

ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
一
、
二
巻
に
対
し

て
な
さ
れ
た
諸
批
判
に
応
え
る
べ
く
、
再
度
第
三
巻
に
お
い
て
理
論
的
な

分
析
の
深
化
が
な
さ
れ
、
個
々
の
法
圏
の
詳
述
は
永
遠
に
未
完
と
な
っ
た

第
四
巻
に
譲
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
巻
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、
比

較
法
が
独
立
の
学
問
分
野
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
従
来
の
諸

業
績
が
、
い
ず
れ
も
学
問
的
水
準
か
ら
み
て
不
十
分
な
結
果
に
終
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
う
し
た
多
大
な
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
「
パ
イ
オ
ニ
ア

(
8
)
 

的
作
業
」
を
自
ら
負
う
旨
が
再
度
強
調
さ
れ
、
巻
末
は
以
下
の
結
論
を
も

っ
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
比
較
法
学
の
方
法
は
マ
ク
ロ

比
較
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
法
秩
序
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
親
縁
関
係
に

あ
る
諸
法
秩
序
を
、
比
較
に
よ
っ
て
類
型
学
的
に
認
識
し
、
そ
し
て
そ
れ

(9) 

ら
を
よ
り
大
き
な
一
体
、
す
な
わ
ち
法
圏
へ
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
に
、
比
較
法
が
単
な
る
方
法
で
は
な
く
独
立
の
学
問
分
野
と

し
て
の
「
比
較
法
学
」
と
し
て
存
在
し
う
る
こ
と
を
理
論
的
に
基
礎
づ
け

る
こ
と
が
、
主
要
な
テ
!
マ
と
し
て
『
法
比
較
』
全
三
巻
に
貰
か
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
マ
ク
ロ
比
較
」
あ
る
い
は
「
法
圏
論
」
に
よ
っ

北法53(1・130)130

て
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
比
較
法

理
論
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
『
法
比
較
』
全
三
巻
は
、
比
較
法

の
思
想
史
的
展
開
お
よ
び
方
法
論
へ
の
論
究
を
も
含
め
る
と
、
頁
数
に
し

て
約
二
一

O
O
頁
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
比
較

法
基
礎
理
論
の
分
野
に
向
け
ら
れ
た
業
績
と
し
て
、
こ
と
に
マ
ク
ロ
比
較

あ
る
い
は
法
圏
論
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
際
立
っ
た
異
彩
を
放

つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
l
)
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
略
歴
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
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六
人
頁
。

(
5
)
の
O
Z∞寸〉
Z
司
Z
思
山
内

0
・回門戸

ω
・民主・

(
6
)
E
m
g
-
-
∞-
M
注
目
白
∞
・

(
7
)
凶n
E
宅宮内戸匝・白・
0
(〉ロ
B
・C-∞
-
M
コ・

(8)
。。
Z
凶
4KF'Z斗
H
Z
gの
0
・
河
町
内
町
司
て
同
勾

ch巴《リミ円、~〈
C
E・E・-

む
た
『
町
内

FH3向
、
句
~
内
庁
、
同
町
苫
礼
司
喝
な
h
司
君
円
p
b』
げ

(
n
R
-
E
a
S
S
E
-

-
@
∞
凶
)
・
∞
一
・
(
以
下
、
向
。

z∞
斗
〉
ヨ
耳
目
内
。
-
E
-
E
と
略
す
。
)

(9)Hams--ω
・出。・

第
一
章

問
題
の
所
在

第
一
節

法
圏
論
に
つ
い
て
の
現
状
分
析

比
較
法
に
お
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
こ
つ
の
方
法
が
認
識
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
、
比
較
の
要
素
と
し
て
個
々
の
国
家
法
を
と
ら
ず
、
法

問
(
河
町
町
町
田
町
巴
と
あ
る
い
は
法
系
(
恒
三
彩
呂
町
色
白
骨
。
昆
・
寄
託
沼
町
』
ロ
'

E
S
F
S色
間
百
四
百
)
、
法
族
(
同
告
書

a
n
E
F
m
m
n
F
Z
P
Z
B
)
と
い

(
l
)
 

う
概
念
を
形
成
し
、
こ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
対
比
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ

し
て
い
ま
一
つ
は
、
個
々
の
法
圏
内
に
お
け
る
具
体
的
な
制
度
や
法
規
範

(2) 

を
相
互
に
比
較
す
る
方
法
で
あ
る
。
前
者
は
、
後
者
と
の
対
比
に
お
い
て
、

「
ミ
ク
ロ
比
較
」

(
B
5
0
8
5宮
E
∞
O
P
E
n
-
o
g
g宮
江
田
。
P

E
宵

2
q
'

ロ

加

-an吉
田
明
)
」
に
対
す
る
「
マ
ク
ロ
比
較
」
(
旨
白
n
g
g
B
-
u
R
g
o
p
B田
口
?
辺

(

3

)

1

 

8
5
E
g
p
玄
号
o
g
m
E
n吉
田
明
)
」
と
呼
ば
れ
、
法
閤
(
あ
る
い
は
法
叩

系
)
を
取
り
扱
う
と
い
う
属
性
に
お
い
て
「
法
圏
論
」
(
あ
る
い
は
「
法
出bL
 

系
論
」
)
と
呼
ば
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
マ
ク
ロ
比
較
に
お
い
て
は
、
主
た
る
例
と
し
て
は
「
コ

モ
ン
・
ロ

l
」
(
法
圏
)
と
「
大
陸
法

(
n
E
=
2
)
」
(
法
闇
)
と
の
対
置

と
い
っ
た
か
た
ち
で
比
較
が
行
な
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
よ
り
網
羅

的
に
試
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
全
世
界
の
法
秩
序
を
複
数
の
法
圏
に
帰
属

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
秩
序
の
分
類
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
が
目
指
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
「
法
闇
論

(FSお
さ
ロ
色
g
P
R
F
Z
'

宵

2
2
)」
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
法
秩
序
の
分
類
体
系
の
構
築

{
a
u
y
}
 

と
い
う
限
定
的
な
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
問
題
領
域
は

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
(
穴
O
R邑
N
毛
色
刷
皇
)
に
よ
っ
て
、
次
の
三
命
題
に
お

い
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
沢
山
の
法
秩
序
を
比
較
的
少

数
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
(
法
族
、
法
圏
)
に
分
類
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
か
?
②
こ
の
よ
う
な
分
類
は
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
?
③
あ
る
特
定
の
法
秩
序
が
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
に

組
入
れ
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
決
定

(5) 

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
?
で
あ
る
。
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ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
の
三
つ
の
命
題
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

マ
ク
ロ
比
較
が
比
較
の
単
位
と
し
て
法
圏
を
対
象
と
し
、
か
つ
法
圏
論
と

し
て
世
界
の
法
秩
序
の
分
類
体
系
の
構
築
を
志
向
す
る
か
ら
に
は
、
多
種

多
様
な
法
秩
序
を
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
い
か
に
分
類
す
る
か
と
い
う

前
提
問
題
が
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

分
類
に
際
し
て
は
、
「
法
圏
は
、
単
数
ま
た
は
複
数
の
ま
っ
た
く
同
一
の

本
質
的
な
特
徴
(
基
準
)
を
示
し
て
い
る
複
数
の
法
秩
序
か
ら
構
成
さ
れ

(6) 

て
い
る
」
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
法
圏
論
に
お
け
る
分
類
基

準
は
何
か
、
と
い
う
問
題
は
、
複
数
の
法
秩
序
間
の
親
縁
性
と
相
違
を
判

断
す
る
う
え
で
、
本
質
的
に
重
要
な
要
素
は
何
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
と

言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
第
二
次
大
戦
後
の
法
圏
論
は
、
法
圏

分
類
の
仮
説
か
ら
実
証
へ
の
移
行
と
基
準
の
多
元
化
に
よ
り
、
飛
躍
的
な

(
7
)
 

発
展
を
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
前
に
お
け
る
初
期
の
分
類
は
、

諸
法
秩
序
の
親
縁
性
は
人
種
的
同
一
性
に
基
づ
く
と
の
仮
説
に
依
拠
す
る

も
の
、
ま
た
他
方
で
は
、
法
源
等
の
単
一
の
基
準
に
基
づ
い
た
分
類
が
大

半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
(
虫
0
8
〉

E
g
d
oロ)、

ノ
ル
ド
(
回
問
。
口
一
∞
呂
田
守
室
内
庁
)
そ
し
て
ヴ
ォ
ル
フ
(
冨

E
E
君。

-B
が、

そ
の
共
著
『
比
較
法
概
論
』
に
お
い
て
、
理
論
的
仮
説
段
階
に
と
ど
ま
っ

(8) 

て
い
た
既
存
の
諸
分
類
を
批
判
し
、
ダ
ヴ
ィ
ド
が
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

視
点
(
宮

E
m
w
g
o
E
E
E包
宮
町
)
」
と
「
法
技
術
的
視
点
(
吉
田
毘
母

g
m
丹

R
E
5
5
)
」
と
い
う
二
つ
の
基
準
に
依
拠
し
て
法
秩
序
の
分
類
を

(9) 

な
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
さ
ら
に
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
が
、
個
々
の
法
秩

序
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
疋
の
「
法
様
式

(mRZE--)
」
を
有
す
る
と
い
う

命
題
の
も
と
に
、
当
該
様
式
を
決
定
す
る
う
え
で
本
質
的
な
重
要
性
を
示

す
「
決
定
的
な
様
式
構
成
要
素

(
m
R
2
Z
E
g
e
E
E
O
B
g
sご
あ
る

い
は
「
様
式
形
成
的
な
諸
要
因
(
凹
呈
宮
前
回

g
号

E
r
8
8ロ
)
」
を
重
視
す

(
日
)

べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
(
以
下
、
「
様
式
理
論
(
臼
三
岳

g
号
)
」
と
称
す

る
)
こ
と
は
、
法
圏
論
の
実
証
化
と
基
準
の
多
元
化
に
お
け
る
代
表
的
試

み
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
枠
内
に
お
い
て
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
諸
要

素
を
法
秩
序
の
基
礎
構
造
を
決
定
す
る
要
素
、
す
な
わ
ち
「
規
定
的
要
素

2
2
8邑
邑

q
g号
巴
刊
B
g
s
)
」
と
、
当
該
要
素
に
従
属
的
な
関
係
に

あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
る
要
素
で
あ
る
「
代
替
可
能
要
素

(
Pロ
個
室
町
巴

0
5
2
Rご
と
に
区
分
し
、
「
規
定
的
要
素
」
に
よ
っ
て
法

圏
分
類
の
た
め
の
科
学
的
基
準
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に

(
以
下
、
「
規
定
的
要
素
の
理
論

(
4
r
g
n仏
q
a
n
B
E
E
-
O
B
E
g
E
a

北法53(1・133)133

色町『

P
ロ
個
室

g
巴
0
5
8
8
)
」
と
称
す
る
)
、
こ
の
立
場
か
ら
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ

ル
ト
の
「
様
式
理
論
」
と
尖
鋭
に
対
立
し
た
の
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
、
ネ
ス

(
日
)

コ
で
あ
る
。
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コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
に
よ
る
「
様
式
理
論
」
批
判
の
詳
細
は
、
第

三
章
に
お
い
て
検
討
す
る
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
彼
の
批

判
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
点
目
と
し
て
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
が
前

述
の
「
様
式
構
成
要
素
」
に
つ
い
て
、
「
重
要
」
で
「
本
質
的
」
な
相
違

(
あ
る
い
は
独
自
性
)
の
み
が
「
様
式
形
成
的
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
何

が
「
重
要
」
で
「
本
質
的
」
で
あ
る
か
は
「
常
に
広
汎
に
研
究
者
の
判
断

(ロ)

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ

イ
ネ
ス
コ
は
、
「
様
式
理
論
」
の
提
示
す
る
分
類
基
準
(
「
様
式
構
成
要
素
」
)

が
客
観
的
な
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
「
純
粋
に
主
観
的
」
な
も
の
で
あ

(
日
)

る
と
し
た
。
さ
ら
に
二
点
目
と
し
て
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
が
「
様
式
構
成

要
素
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
「
特
徴
的
な
法
制
度
」
に
つ
い
て
、
「
決

(
M
)
 

し
て
分
類
基
準
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
し
た
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
批
判
は
、
誇
張
さ
れ
た
も
の
、

(
日
)

あ
る
い
は
過
剰
な
批
判
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
般
に
は
積
極
的
な
意
義
を
付

(
M
m
)
 

与
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
自
身
が
、
自
ら
の
立
場
に
立
脚
し

た
法
圏
分
類
を
つ
い
に
完
成
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
し
か
し
、
さ
ら
に
一
方
で
、
法
圏
分
類
基
準
の
定
立
と
そ
の
一
般
化

を
め
ぐ
る
論
議
が
、
む
し
ろ
徐
々
に
そ
の
意
義
を
減
ず
る
傾
向
に
推
移
し

て
い
っ
た
点
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ダ
ヴ
ィ
ド
お
よ
び
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
等
を
基
軸
と
し
て
、
法
圏
論
上
の

議
論
は
活
況
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
学
問
的
な
収
束
を
生

み
出
す
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
法
圏
形
成
に
関
す
る
諸
提
案
は
、
法

比
較
の
教
授
で
こ
の
テ
l
マ
を
取
り
上
げ
て
き
た
者
の
数
と
ほ
と
ん
ど
同

(口)

じ
く
ら
い
多
く
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
の
推
測
が
提
起
さ
れ
う
る

現
状
を
生
む
に
至
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
法
圏
分
類
は
個
々
の
分
類
主

体
あ
る
い
は
彼
等
の
有
し
て
い
る
前
提
的
な
枠
組
み
に
従
属
的
な
関
係
に

あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
分
類
主
体
に
よ
っ
て
法
圏
分
類
基
準
の

重
点
の
置
き
方
が
相
対
的
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
む
し
ろ
否
定
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

特
に
、
先
の
よ
う
な
提
案
を
な
し
た
ダ
ヴ
ィ
ド
自
身
、
法
圏
の
分
類
基

準
と
そ
の
分
類
区
分
に
つ
い
て
度
重
な
る
自
説
の
変
更
を
経
た
後
、
次
の

よ
う
な
立
場
を
採
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
の
(
分
類
基
準
を

め
ぐ
る
!
筆
者
)
議
論
は
、
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ク
を
流
さ
せ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
た
い
し
て
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
(
中
略
)
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
分
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
有
し
て
い
る
。
す
べ
て
は
、

そ
れ
ら
分
類
が
置
か
れ
て
い
る
枠
組
み
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
と
っ
て
優

(
山
崎
)

位
し
て
い
る
関
心
事
に
依
存
し
て
い
る
」
。
こ
の
見
解
は
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ

ル
ト
と
ケ
ッ
ツ
(
出
色
口
問
。
お
)
の
共
著
に
よ
る
『
比
較
法
概
論
』
に
お

(
川
口
)

い
て
も
第
二
版
以
後
採
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
彼
ら
自
身
も
、
「
各
々
の

北法530・134)134



論
者
は
、
各
々
の
描
写
を
も
っ
て
然
る
べ
き
目
的
を
追
求
し
、
あ
る
い
は

然
る
べ
き
命
題
を
立
証
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼

等
は
、
自
ら
の
目
的
や
立
証
に
最
も
適
合
す
る
よ
う
に
、
相
異
な
る
法
秩

序
を
選
択
し
複
数
の
グ
ル
ー
プ
へ
と
分
類
す
る
権
利
を
有
し
て
い
な
け
れ

(
初
)

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
に
立
つ
。
こ
れ
ら
の
見
解
を
よ
り
端

的
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
ク
ロ
イ
ツ
ア

l

(
同
邑
同
町
2
8『
)
の

次
の
指
摘
が
注
目
し
え
よ
う
。
「
当
該
基
準
の
選
択
と
そ
こ
か
ら
引
き
出

さ
れ
る
結
果
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
形
成
と
が
適
切
で
あ
る
か
い
な
か
と
い

う
点
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
合
目
的
性
の
問
題
で
あ
っ
て
、
正
し
い
か
間
違
っ

て
い
る
か
の
問
題
で
は
な
い
。
決
定
的
な
の
は
、
法
圏
形
成
の
目
的
で
あ

(
幻
)
る」。

コンスタンテイネスコの比較法理論

例
え
ば
生
物
学
に
お
け
る
分
類
学
(
凹
3
8
5邑

n
p
E
g
g
s
u『
)
は
、

究
極
的
に
は
客
観
的
に
正
し
い
分
類
結
果
は
一
つ
(
自
然
分
類
)
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
自
然
界
の
生
物
の
多
様

性
を
説
明
し
秩
序
づ
け
る
原
理
と
し
て
、
進
化
論
が
学
問
的
に
共
有
さ
れ

(
幻
)

て
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
一
方
、
前
述
に
み
ら
れ
る
法
圏
分
類
に
お

け
る
「
合
目
的
性

(
N
5
n
町

Z
P喚
問
広
)
」
の
承
認
は
、
法
圏
論
に
お
い

て
は
、
分
類
基
、
準
と
そ
の
分
類
結
果
の
妥
当
性
を
最
終
的
に
判
断
可
能
な

も
の
と
す
る
の
は
、
当
該
分
類
の
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
複
数
の
分
類

目
的
が
存
在
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
前
提
認
識
と
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

確
か
に
か
よ
う
な
前
提
に
立
つ
と
し
て
も
、
あ
る
特
定
の
分
類
基
準
が

分
類
者
固
有
の
分
類
目
的
に
最
適
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
漸

次
そ
の
考
慮
が
深
化
さ
れ
て
い
く
余
地
が
あ
り
、
か
つ
法
圏
論
が
全
世
界

の
法
秩
序
を
網
羅
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
分
類
基
準

に
基
づ
く
分
類
体
系
の
枠
組
み
を
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
実
状
に
即
し

た
も
の
へ
と
改
善
し
て
い
く
必
要
性
は
常
に
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら

一
方
で
、
個
々
の
法
圏
分
類
は
そ
の
目
的
に
適
っ
て
い
れ
ば
足
り
、
そ
れ

を
越
え
て
一
般
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
本
来
的
に
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

い
か
な
る
基
準
が
重
視
さ
れ
る
か
が
分
類
主
体
に
よ
っ
て
広
汎
に
左
右
さ

れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
個
々
の
分
類
結
果
が
異
な
り
う
る
こ
と
そ
れ
自
体
を

も
っ
て
、
「
純
粋
に
主
観
的
」
と
す
る
批
判
は
成
立
し
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
も
「
様
式
理
論
」
に
お
い

て
、
諸
法
秩
序
の
分
類
基
準
と
し
て
具
体
的
法
準
則
の
外
見
的
、
技
術
的

形
態
に
着
目
す
る
立
場
を
今
後
も
貫
く
と
の
見
解
を
表
明
し
て
お
り
、
「
特

徴
的
な
法
制
度
」
が
な
お
彼
等
の
分
類
枠
内
に
お
い
て
重
要
性
を
有
し
て

(
お
)

い
る
こ
と
を
再
度
確
認
す
る
に
至
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
二
次
的
な
重
要

性
し
か
持
た
な
い
と
す
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
等
の
批
判
に
つ
い
て

は
、
そ
の
異
な
る
出
発
点
か
ら
よ
り
有
益
な
も
の
が
提
示
さ
れ
な
い
限
り

し
た
が
っ
て
、
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は
、
自
ら
の
立
場
を
維
持
す
る
と
し
て
、
「
様
式
理
論
」
に
採
り
入
れ
ら

(M) 

れ
る
べ
き
も
の
と
は
み
な
し
て
い
な
い
。
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は

い
う
、
「
(
中
略
)
我
々
は
、
本
書
(
『
比
較
法
概
論
』
筆
者
)
の
中
で

は
、
大
陸
法
内
に
お
い
て
ロ
マ
ン
法
圏
、
ド
イ
ツ
法
圏
そ
し
て
ス
カ
ン
デ
イ

ナ
ヴ
イ
ア
法
圏
と
を
区
分
し
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
法

圏
固
有
の
音
色
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
諸
法
秩
序
の
コ
ン
サ
ー
ト
内
に

お
い
て
、
適
切
に
引
き
立
た
せ
る
と
い
う
教
育
上
の
目
的
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
異
な
る
目
的
に
追
従
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
な
る
分
類
が
な
し
う

(
お
)

る
で
あ
ろ
う
」
と
。

第

節

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
と
法
圏
論

前
節
で
は
、
今
日
の
法
圏
論
に
お
け
る
議
論
状
況
を
若
干
顧
み
つ
つ
、

そ
の
中
で
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
位
置
づ
け
を
試
み
て
き
た
が
、

日
本
国
内
に
お
け
る
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
へ
の
理
解
と
評
価
も
ま

た
、
こ
う
し
た
流
れ
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
大
木

雅
雄
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
「
様
式
理
論
」
批
判
に
関
連
し
て

次
の
よ
う
に
い
う
。
「
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
と
ケ
ツ
ツ
の
(
特
徴
的
な
法
制

度
と
し
て
|
筆
者
)
挙
げ
る
事
例
は
、
大
体
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法

圏
の
様
式
を
規
定
し
う
る
ほ
ど
の
特
殊
性
を
持
つ
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
し
、
法
様
式
論
を
も
っ
て
私
法
の
分
野
に
お
け
る
比
較
法
制
度
論
の
基

礎
と
し
、
両
者
間
に
密
接
な
関
連
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
こ
れ

ら
は
重
要
な
連
結
点
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
コ

ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
よ
う
に
私
法
と
公
法
と
を
通
じ
て
い
わ
ば
絶
対

的
な
法
圏
分
類
を
果
た
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
独
立
の
比
較
法
学
を
樹
立
し

よ
う
と
い
う
立
場
か
ら
の
批
判
は
、
必
ず
し
も
当
を
得
た
も
の
で
は
な

(
お
)
い」。
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そ
れ
で
は
果
た
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
法
圏
論
に
対
す
る

前
提
的
な
立
場
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
大
木

の
指
摘
に
依
拠
し
つ
つ
以
下
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
指
摘
の
中
で
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/

ケ
ツ
ツ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
と
の
間
で
の
、
法
圏
論
に
関
す
る
次

の
二
点
の
前
提
的
立
場
に
お
け
る
相
違
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
点
と
し
て
は
、

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
が
、
法
圏
分
類
に
つ
い
て
「
そ
も
そ
も
い
か

(
幻
)

な
る
分
類
も
、
単
に
手
始
め
の
模
索
的
な
作
業
で
あ
る
に
す
ぎ
」
な
い
と

し
、
そ
れ
が
仮
設
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
学
問
的
作
業
の
補
助
的
な
前
提

手
段
と
し
て
限
定
的
に
意
義
を
有
す
る
と
の
立
場
に
あ
る
の
に
対
し
て
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
法
圏
分
類
の
基
準
を
「
独
立
し
た
学
問
と

(
お
)

し
て
の
比
較
法
学
の
基
礎
」
と
み
な
し
、
法
圏
分
類
を
最
終
的
な
目
的
と

(
明
日
)

す
る
「
狭
義
の
比
較
法
学
」
の
樹
立
を
構
想
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
、



「
様
式
構
成
要
素
」
と
し
て
の
「
特
徴
的
な
法
制
度
」
を
私
法
の
分
野
に

限
定
し
、
他
の
法
分
野
で
は
分
類
結
果
が
異
な
り
う
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

法
圏
分
類
の
「
事
項
関
係
的
相
対
性
原
理
盲
目
E
S
R
R冒

B
器
E
E

Z
g開
g
g
m
m
E
E
Sご
を
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
が
前
提
と
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ス
コ
は
、
こ
れ
を
「
ミ
ク
ロ

(
初
)

比
較
」
に
基
づ
く
分
類
の
方
法
論
的
誤
り
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
、
法

圏
分
類
は
、
む
し
ろ
法
秩
序
全
体
に
広
く
散
在
す
る
諸
要
素
に
よ
ら
な
け

(
氾
)

れ
ば
、
実
現
し
え
な
い
と
主
張
し
て
い
る
点
が
、
第
二
の
根
本
的
相
違
点

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

コンスタンテイネスコの比較法理論

こ
れ
ら
二
つ
の
相
違
点
に
留
意
し
つ
つ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の

比
較
法
理
論
に
お
け
る
法
圏
論
の
位
置
づ
け
を
よ
り
詳
細
に
み
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
「
独
立
し
た
学
問
と
し
て
の
比
較
法
学
」
に
関
し
て
、
コ

ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
『
法
比
較
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。
「
法
比
較
は
、
そ
れ
が
、
法
比
較
方
法
を
用
い
る
こ

と
で
、
諸
法
秩
序
の
現
実
の
諸
関
係
を
相
互
に
認
識
可
能
な
も
の
と
し
、

か
っ
そ
の
本
質
的
実
態
と
い
う
側
面
を
暴
き
だ
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
科
学

(ロ)

な
の
で
あ
る
」
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
特
定
の
学

問
分
野
が
、
独
立
の
科
学
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が

「
現
実
に
お
け
る
未
知
の
領
域
を
見
付
け
だ
し
、
そ
れ
を
白
日
の
も
と
に

さ
ら
し
、
納
得
の
い
く
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
々
の
事
柄
の
実
際

上
の
関
係
を
」
暴
く
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
比
較
法
に
関
し
て
い

う
な
ら
ば
、
「
法
制
度
と
法
秩
序
の
関
係
を
暴
く
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、

(
お
)

そ
れ
は
独
立
の
学
問
と
呼
び
う
る
と
す
る
。

さ
ら
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
こ
う
し
た
固
有
の
研
究
領
域
を

有
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
な
お
不
充
分
で
あ
る
と
し
、
法
圏
分
類
と
そ
の

基
準
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
説
明
す
る
。
「
(
中
略
)
法
比
較
方
法
を
用
い

る
こ
と
で
得
ら
れ
た
認
識
を
整
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
多
数
の
諸
事

実
を
一
貫
し
た
ル

l
ル
へ
と
還
元
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
明
確

な
基
準
な
し
に
は
、
(
中
略
)
新
し
い
問
題
は
、
解
き
明
か
さ
れ
え
な
い

し
、
(
中
略
)
未
知
の
領
域
も
究
明
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
基
準
の
み
が
、
一
見
何
か
恋
意
的
な
、
あ
る
い
は
納
得
の
い
か
な
い
も

の
に
思
え
る
も
の
の
解
明
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
独
立

の
学
問
分
野
と
は
、
他
の
科
学
と
は
区
別
さ
れ
う
る
、
国
有
の
対
象
や
研

究
領
域
の
み
な
ら
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
一
体
、
諸
ル

l
ル
の
融
和
へ
至
る

た
め
に
、
断
片
的
で
脈
絡
の
な
い
認
識
の
未
整
理
な
蓄
積
を
ふ
る
い
に
か

(
泌
)

け
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
」
。

法
圏
論
の
こ
う
し
た
位
置
づ
け
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
「
マ

ク
ロ
比
較
」
の
基
本
的
性
格
と
密
接
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、

マ
ク
ロ
比
較
と
ミ
ク
ロ
比
較
と
を
対
置
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
私
は
、
ミ
ク
ロ
比
較
を
、
様
々
な
法
秩
序
の
個
々
の
準
則
や
法
制
度
を
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比
較
に
よ
っ
て
対
比
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
(
中
略
)
ミ
ク
ロ
比

較
は
、
最
も
小
さ
な
細
胞
あ
る
い
は
素
粒
子
へ
と
還
元
さ
れ
た
法
現
象
の

研
究
に
専
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
法
律
学
研
究
の
顕

(
お
)

微
鏡
的
な
方
法
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ミ

ク
ロ
比
較
が
、
「
ミ
ク
ロ
な
比
較
に
よ
る
無
数
の
ミ
ク
ロ
な
成
果
」
の
集

積
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ス
コ
の

比
較
法
理
論
を
貫
く
主
要
な
テ
l
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ

ネ
ス
コ
は
、
こ
の
反
省
に
基
づ
き
、
「
法
族
そ
し
て
、
大
き
な
法
圏
を
創

出
す
る
」
と
い
う
体
系
的
整
序
に
「
比
較
法
学
」
が
至
る
た
め
に
は
、
そ

の
「
観
察
位
置
(
回

g
g
s
z
a
a
g
s宮
島
問
)
」
が
転
換
さ
れ
な
け
れ
ば

(
お
)

な
ら
ず
、
ミ
ク
ロ
比
較
か
ら
、
「
法
秩
序
の
大
き
な
基
礎
構
造
(
胴
8
0白

。E邑田
E
H
w
g
E
ι
R
智
nvaoE=Em)
」
お
よ
び
「
法
秩
序
の
特
徴
的
輪

郭
(
岳
民
供
同
四
円
U
E
F
a
2
0巴
ι
2
m
m
n
F
Z。
丘
ロ
ロ
国
間
)
」
を
明
ら
か
に
す
る

(
幻
)

マ
ク
ロ
比
較
へ
と
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
と
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/

ケ
ツ
ツ
の
対
立
の
背
景
を
な
す
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
前
提
的
立

場
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
未
知
の
領
域
と
し
て
の
法
秩
序

の
「
大
き
な
基
礎
構
造
」
、
な
い
し
「
特
徴
的
輪
郭
」
の
究
明
を
固
有
の

課
題
と
す
る
「
マ
ク
ロ
比
較
」
の
体
系
的
結
実
と
し
て
、
法
圏
論
を
そ
の

最
終
局
面
に
位
置
づ
け
る
一
方
で
、
こ
う
し
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

の
「
比
較
法
学
」
に
お
い
て
、
科
学
的
に
機
能
し
う
る
「
基
準
」
を
追
求

し
よ
う
と
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。
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第
三
節

小
括
と
プ
ラ
ン

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
比
較
法
学
」
と
「
マ
ク
ロ

比
較
」
の
不
可
分
な
連
関
の
中
に
法
圏
論
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
コ
ン

ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
と
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
「
様
式
理
論
」
と

の
間
に
は
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
両
者
の
対
立

は
、
有
効
な
接
点
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
翻
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
前
提
そ
れ
自
体
に
関
し
て
は
、

そ
の
法
社
会
学
的
指
向
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と

で
、
法
圏
の
分
類
が
実
際
に
可
能
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る

声
が
強
い
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
自
身
、
「
規
定
的
要
素
」

を
実
際
に
適
用
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
の
、
法
圏
分
類
と
そ
の
詳
述
を
完

成
さ
せ
え
ず
、
こ
の
意
味
で
試
論
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
、
彼

の
比
較
法
理
論
へ
の
評
価
と
理
解
を
よ
り
一
層
困
難
に
し
て
い
る
状
況
に

(
お
)

あ
る
。コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
法
圏
の
抽
出
に
際
し
て
は
、
法
秩
序
を

全
体
と
し
て
包
括
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
に
加
え
て
、
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「
マ
ク
ロ
比
較
」
は
、
世
界
に
現
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
法
を
包
括
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
「
未
聞
社
会
の
法
」
、
す
な
わ
ち
未
聞
社
会

の
生
活
を
規
定
し
て
い
る
、
伝
統
的
文
化
を
有
す
る
法
、
準
則
な
ら
び
に

(
鈎
)

習
俗
を
も
含
み
う
る
広
い
法
概
念
を
採
用
す
べ
き
と
す
る
。
コ
ン
ス
タ
ン

テ
イ
ネ
ス
コ
へ
の
懐
疑
の
発
端
は
、
こ
う
し
た
広
範
な
法
概
念
と
方
法
論

的
視
座
を
維
持
し
つ
つ
、
「
法
秩
序
の
構
造
」
を
科
学
的
に
究
明
す
る
こ

と
は
、
現
在
の
比
較
法
の
水
準
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
不
可
能
な
の
で
は
な

(ω) 

か
ろ
う
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

し
か
し
彼
自
身
、
か
よ
う
な
問
題
性
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
『
法
比
較
』
第
三
巻
に
お
い
て
、
次
の
ご
と
く
指
摘
す
る
。
「
諸
法
秩

序
を
構
成
す
る
諸
々
の
要
素
全
体
に
及
ぶ
よ
う
な
比
較
は
、
そ
の
膨
大
な

数
の
前
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
マ
ク
ロ
比
較
は
、
諸

法
秩
序
を
そ
れ
ら
の
特
徴
的
性
格
を
形
成
す
る
諸
要
素
に
基
づ
い
て
比
較

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
要

(
H
U
)
 

素
が
ど
ん
な
も
の
か
が
分
か
ら
な
い
か
ぎ
り
不
可
能
な
の
で
あ
る
」
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
指
摘
か
ら
す
れ
ば
、
法
秩
序
を
マ
ク
ロ
に
比
較
す
る
と
い

う
仮
説
を
科
学
と
し
て
の
「
比
較
法
学
」
へ
と
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
法
的
要
素
(
す
な
わ
ち
「
規
定
的
要
素
」
)
の
存
在
に
、
何
ら
か

の
裏
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
こ
の
問
題
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
比
較
法
理
論
特

有
の
問
題
認
識
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
本
来
的
に
法
圏
論
に
お
い
て
固

有
に
内
在
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
様
式
理
論
」
お

よ
び
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
は
、
と
も
に
共
通
の
間
い
に
向
け
ら
れ
た

解
答
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
、
ツ

ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
は
、
法
圏
論
が
比
較
法
研
究
の
過
程
に
お
い
て

取
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
法
秩
序
を
選
択
す
る
際
に
一
定
の
手
掛
り
を
与
え

(

m

M

)

(

必
)

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
初
心
者
に
対
す
る
教
育
上
の
目
的
を
有
し
て
い
る

と
し
て
、
そ
の
実
用
的
な
意
義
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
法

秩
序
の
構
造
」
な
い
し
は
「
法
様
式
」
の
解
明
と
い
う
、
法
圏
論
そ
れ
自

体
が
要
請
す
る
命
題
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
講
学
目
的
上
、

い
か
な
る
要
素
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
と
い
っ
た
、
い
わ

ば
外
在
的
価
値
判
断
が
介
在
す
る
余
地
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
い
か
に
分
類
す
べ
き
か
で
は
な
く
、
い
か
に
し
て
法
秩
序

の
形
態
学
的
構
造
は
マ
ク
ロ
に
究
明
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
問
題
平
面
か

ら
、
「
様
式
理
論
」
お
よ
び
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
に
お
い
て
提
示
さ

れ
る
諸
基
準
の
性
格
的
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
余
地
が
、
大
幅
に
残
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
稿
が
中
心
的
な
問
題
意
識
と

す
る
の
は
、
い
わ
ば
「
マ
ク
ロ
な
観
察
位
置
」
と
い
う
も
の
が
、
各
々
の

理
論
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
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あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
た
、
当
初
ダ
ヴ
ィ
ド
の
提
唱
に
よ
っ
て
「
マ
ク
ロ
比
較
」
に
対
置
さ

(
H
H
)
 

れ
た
「
ミ
ク
ロ
比
較
」
が
、
「
機
能
的
比
較
法
」
と
い
う
方
法
論
上
の
原

則
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
、
固
有
の
実
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
日

(
必
)

広
く
確
認
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ク
ロ
比
較
」
は
、
方
法
論
的

裏
づ
け
の
段
階
に
お
い
て
な
お
、
模
索
を
続
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ス
コ
が
、
彼
の
「
規
定
的
要
素
」
に
、
い

か
な
る
理
論
的
裏
づ
け
を
付
与
し
て
い
る
か
を
前
記
の
問
題
意
識
か
ら
確

認
し
て
お
く
こ
と
に
は
、
今
日
的
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
第
二

章
以
下
の
本
稿
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

次
章
に
お
い
て
は
、
法
圏
論
の
代
表
的
論
者
の
見
解
お
よ
び
法
圏
論
そ
れ

自
体
へ
の
批
判
的
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
圏
論
に
内
包
さ
れ

る
基
本
問
題
の
析
出
を
試
み
る
-
。
そ
し
て
、
第
三
章
に
お
い
て
は
、
「
様

式
理
論
」
と
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
と
を
、
そ
れ
ら
が
法
圏
論
固
有
の

基
本
問
題
に
、
い
か
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
対
比
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
比
較
法
理
論
に
お
け
る
、
「
法

秩
序
の
構
造
」
と
「
規
定
的
要
素
」
と
の
関
係
を
明
確
に
し
よ
う
と
思
う
。

最
後
に
、
第
四
章
に
お
い
て
総
括
的
分
析
を
加
え
、
今
後
の
課
題
と
展
望

を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

(
l
)
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
厳
密
に
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
く
の
場
合
、
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
[
大

木
、
「
法
圏
論
に
関
す
る
批
判
的
考
察
」
、
『
上
智
法
学
論
集
」
第

二
三
巻
二
号
、
一
九
八
O
、
四
二
頁
]
。
ま
た
、
「
法
系
」
は
、
一

国
の
「
法
体
系
」
を
も
意
味
し
う
る
が
、
法
系
論
な
い
し
法
圏
論

に
お
い
て
は
、
こ
の
用
語
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
法
体
系
」

で
は
な
く
、
複
数
の
国
の
法
秩
序
を
包
含
す
る
グ
ル
ー
プ
に
付
さ

れ
る
一
種
の
類
概
念
で
あ
る
[
伊
藤
正
己
・
木
下
毅
、
『
〔
新
版
〕

ア
メ
リ
カ
法
入
門
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
、
一
九
頁
]
。

(
2
)
〉
号
】
内
問
的

n
S
E
R
F
ヨ
豆
町
〉
ロ
ぽ
与
刊

ι
q
m
R
F
g〈刊『開
-an吉田加
J

思
凡
な
門
止
、
言
、
』
、
』
柑
町
内

EHhzaE円
F
E
Z句

e
E・』加
3
3
3・
∞
-
∞
∞
・
中
西

又
三
訳
、
「
法
比
較
の
使
命
」
、
「
西
ド
イ
ツ
比
較
法
学
の
諸
問
題
』

(
デ
ィ

l
タ
1
・へ

l
ン
リ
ッ
ヒ
編
、
桑
田
三
郎
編
訳
、
中
央
大

学
出
版
部
、
一
九
八
八
)
所
収
、
四
六
頁
以
下
を
参
照
。

(
3
)
大
木
雅
夫
、
『
比
較
法
講
義
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
、

六
九
|
七
一
頁
参
照
。

(
4
)
五
十
嵐
清
、
『
比
較
法
入
門
』
第
二
版
(
改
訂
版
)
、
日
本
評
論

社
、
一
九
七
二
、
七
七
頁
。

(
5
)
N
S
苦
P
N
R
F
O
F
5
5口
弘

g
閉
山

m
n
F
S
F
g
g，
J
5・

Mgr

(
リ
同
川
ミ
口
元
『
円
リ
。
ミ
、
K
9
』柑〉
M
3
h
戸
、
町
、
曲
、
〈
同
V

円
リ
。
宅
、
』
い
『
門
川
『
h

ト
〉
笥
.
(
〉
.

4

モ・

3同
E
O
R
3
a
3・
h
u
t

ぉ
・
真
田
芳
憲
訳
、
「
法
圏
論
に
つ
い
て
」
、

前
掲
(
註
2
)
所
収
、
七
一
頁
以
下
を
参
照
。

(
6
)
カ
ー
ル
・

F
・
ク
ロ
イ
ツ
ア

i
著
、
山
内
惟
介
訳
、
「
私
法
比
較
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(
辺
)
馬
渡
峻
輔
、
『
動
物
分
類
学
の
論
理
1

多
様
性
を
認
識
す
る
方
法

ー
』
第
三
刷
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
、
六
頁
以
下
。

(お
)
N
g回
。
関
岡
山
司
国
内
C
同N
-

白・白・。・(〉ロヨ
-
N
C
)
・ω-aa・

(M)Eng--ω
吋一N
・

(お

)
E
m
g・・∞・吋一
N

ゐ凶・

(
お
)
大
木
、
前
掲
(
註
3
)
、
一
四
五
頁
。

(
訂
)
N当
日
凶
問
。
開
閉
山
司
、
開
。
叶
N-
同』『芝、句、叫河円、~〈。』『~〈
H
V
h
h

川
河
町
内
町
『
や

て同円』
4
C』い同町、町民円、ミ

c・田島
-
F
-
・〉ロ出・・(』・
η
・回
-
V
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。
同

。河。』『一「

第
二
章

法
圏
論
に
お
け
る
基
本
問
題
の
析
出

第

節

区
分
原
理
と
し
て
の
基
準
と
視
座
と
し
て
の
基
準

一一一一一頁。

多
種
多
様
な
法
秩
序
を
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
い
か
に
分
類
す
る
か
、

こ
の
点
が
法
圏
論
に
お
け
る
前
提
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
第
一
章
に
お
い

て
触
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
様
々
な
法
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
う
ち
、
諸
法
(1) 

秩
序
を
各
法
圏
へ
分
類
す
る
際
の
「
区
分
基
準

E
S
S
E
E怒
E
S号ロ)」

と
し
て
い
ず
れ
を
採
用
す
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
区
分
基
準
の
選
択
に
お
け

る
諸
見
解
の
対
立
と
い
う
か
た
ち
で
、
と
り
わ
け
議
論
さ
れ
て
き
た
。
い
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う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
対
立
は
、
そ
れ
に
派
生
し
て
複
雑
多
様
な
問

題
を
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
章
の
目
的
は
、
対
立
す
る
諸
見
解

を
網
羅
的
に
分
析
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
テ
l
マ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

(2) 

る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

本
章
に
お
け
る
中
心
課
題
は
、
法
圏
論
に
お
け
る
基
準
の
、
区
分
基
準

と
し
て
の
意
味
合
い
と
表
裏
を
な
す
、
視
座
と
し
て
の
意
味
合
い
に
着
目

す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
の
多
元
的
適
用
、
あ
る
い
は
法
圏
分
類
の
「
合

目
的
性
」
と
い
う
二
つ
の
前
提
が
、
法
圏
論
固
有
の
問
題
性
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
指
し
示
し
て
い
る
指
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
分
析
に
よ
り
、
次
章
に
お
い
て
「
様
式
理
論
」
お
よ
び
「
規
定
的
要

素
の
理
論
」
を
対
比
的
に
検
討
す
る
際
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
理
論
が
法
圏

論
上
の
い
か
な
る
問
い
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
前

提
の
も
と
で
両
者
の
対
立
は
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
か
を
よ
り
詳
細
に
念
頭

に
置
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
法
圏
論
に
お
け
る
基
準
に
関
す
る
、

次
の
二
つ
の
基
本
見
解
の
対
立
を
取
り
あ
げ
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
法
の
実
質
的
な
内
容
、
あ
る
い
は
法
の
制
度
的
構

造
の
特
殊
性
な
い
し
類
似
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
法
秩
序
の
法
圏

へ
の
分
類
を
な
そ
う
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
一
つ
は
、
む

し
ろ
法
秩
序
に
異
同
を
も
た
ら
す
う
え
で
、
主
要
な
影
響
力
を
有
す
る
法

外
的
諸
要
因
、
な
い
し
は
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
与
件
等
に
着
目
し
、

そ
れ
ら
が
均
質
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
諸
法
秩
序
関
の
親
縁
性
を
判

断
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

前
者
の
見
解
に
お
け
る
代
表
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
ル

マ
ン
ジ
ョ
ン
等
三
人
の
著
者
に
よ
る
『
比
較
法
概
論
』
第
一
巻
に
お
け
る

(3) 

法
系
(
田
吉
田
和
自
由
』
ロ
ユ
島
宮
町
)
論
で
あ
る
。
彼
等
は
、
人
種
等
の
基
準
に

基
づ
く
既
存
の
分
類
を
批
判
し
、
あ
る
国
民
の
文
明
の
程
度
と
そ
の
立
法

の
状
態
と
が
同
水
準
に
あ
る
と
す
る
見
解
は
誤
り
で
あ
り
、
植
民
地
化
や

模
倣
に
よ
り
、
文
明
の
遅
れ
た
国
民
が
よ
り
優
れ
た
法
律
に
よ
っ
て
統
治

さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
代
の
諸
々
の
法
系
を
合

理
的
に
分
類
す
る
た
め
に
は
、
地
理
的
、
人
種
的
そ
の
他
の
外
部
的
要
素

(4) 

を
排
除
し
、
法
系
そ
れ
自
体
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ

の
、
法
系
そ
れ
自
体
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
が
、
ツ
ヴ
ア

(5) 

イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
を
し
て
、
「
最
も
説
得
力
が
あ
る
」
と
-
評
価
せ
し
め

た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
圏
の
分
類
は
、
何
ら
か
の
仮
説
に
基
づ
く

の
で
は
な
く
、
実
証
的
基
礎
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
、
こ
こ
に
確
認
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
法
圏
論
の
実
証
化
へ
の
道
が
聞

か
れ
た
と
い
え
よ
う
。
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こ
れ
ら
の
帰
結
と
し
て
、
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
等
に
よ
る
法
系
の
分
類
は
、

文
明
の
水
準
で
は
な
く
、
諸
法
秩
序
の
起
源
、
派
生
関
係
そ
し
て
類
似
を
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考
慮
し
、
「
基
幹
法
系
(
ヨ
怠
ヨ
2
8
5
Z凹
)
」
と
そ
の
「
派
生
法
系

(目
3
5
5
g
念
ロ
芯
回
)
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
留

意
す
べ
き
は
、
彼
等
が
法
系
そ
れ
自
体
を
研
究
す
る
と
い
う
と
き
、
そ
こ

で
重
視
さ
れ
た
の
は
各
々
の
法
系
に
お
け
る
「
立
法
(
尽
関
正
邑

S)」
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
対
象
を
私
法
に
限
定
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
う
し

た
立
場
は
、
法
の
相
違
の
社
会
学
的
根
拠
あ
る
い
は
法
の
社
会
生
活
へ
の

影
響
等
を
比
較
法
の
問
題
領
域
と
は
せ
ず
、
比
較
法
の
規
範
的
役
割
を
重

(6) 

視
す
る
「
ド
グ
マ
的
比
較
法
(
骨
包
円

n
O
B宮
み
色
o
m
B邑
宮
町
)
」
の
前
提

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
法
社
会
学
と
法
圏
論
の
か
か
わ

り
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
彼
等
の
法
系
論
の
限
界
と
し
て
の
評
価
を
ま

(7) 

ね
く
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
等
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
公
に
さ
れ
た
ダ
ヴ
イ
ド

の
法
系
(
帥
3
5
5刊
号
色
8
5
論
は
、
法
系
分
類
基
準
に
お
い
て
、
彼
等

と
明
白
な
対
極
を
な
す
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
ア
ル
マ
ン

ジ
ョ
ン
等
が
、
法
系
の
分
類
に
際
し
て
除
外
し
よ
う
と
し
た
、
法
秩
序
に

異
同
を
も
た
ら
す
文
化
的
諸
要
因
な
い
し
は
、
法
秩
序
が
そ
の
時
々
に
与

え
ら
れ
て
い
る
社
会
的
与
件
と
い
っ
た
も
の
に
、
む
し
ろ
第
一
義
的
な
重

要
性
を
付
与
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

ダ
ヴ
ィ
ド
は
、
法
秩
序
を
分
類
す
る
際
の
基
準
と
し
て
、
「
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
視
点
(
宮
E
R
H
m
g
n
E
E
Z包
宮
町
)
」
と
「
法
技
術
的
視
点

方

(8) 

(
苦
言
合
百
四
円
nnvE宮
町
)
」
と
を
挙
げ
る
。
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
第

一
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
か
ら
は
、
法
は
、
正
義
の
観
念
、
宗
教

的
・
哲
学
的
信
条
、
政
治
的
・
経
済
的
社
会
的
構
造
等
が
異
な
る
ゆ
え

に
相
違
す
る
。
第
二
に
「
法
技
術
的
視
点
」
か
ら
は
、
法
は
、
法
律
家
に

よ
っ
て
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
、
法
技
術
な
い
し
は
法
概
念
の
相
違
ゆ

(
9
)
 

え
に
異
な
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
基
づ
き
、
ダ
ヴ
ィ
ド
は
、
①
西

洋
法
系
(
日
3
5
B刊
号

a
H
S
o
n
n広
町
虫
色
)
②
ソ
ヴ
イ
エ
ト
法
系
(
田
平

s
s
n
s
n
骨
呂
田
O
是
正
己
町
)
③
イ
ス
ラ

1
ム
法
系
(
恒
三
和
目
白
色
白
色
言
問

g
g
E
-
B
S
)
④
ヒ
ン
ド
ゥ

l
法
系
(
回
苫
彩
呂
町
号
母
g
z
E
E
)
⑤
シ
ナ

法
系
(
目
3
5
B
E
H白色
g
-
Z
F
E
S目
)
と
い
う
、
五
つ
の
基
本
法
系
を
提
示

(
叩
)

し
た
。
「
西
洋
法
系
」
は
、
さ
ら
に
そ
の
下
位
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
「
フ

ラ
ン
ス
法
群
(
加
円
皇
官
吉
田
申
告
)
」
と
「
英
米
法
群
(
唱
。
=
官
自
包
中
曲
目
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自主
n
包
ロ
)
」
を
包
含
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
群
が
分
け

ら
れ
る
の
は
、
「
法
技
術
的
視
点
」
か
ら
で
あ
っ
て
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

視
点
」
か
ら
は
、
両
者
は
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
原
理
、
自
由
主

義
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
・
社
会
原
理
、
お
よ
び
資
本
主
義
的
経
済
構

(
日
)

造
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
西
洋
法
系
」

の
枠
組
み
維
持
に
お
い
て
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
重
き
を
な
し
て
お
り
、

「
法
技
術
的
視
点
」
は
、
そ
の
二
次
的
な
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る

(ロ)

こ
と
が
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ダ
ヴ
ィ
ド
の
当
初
の
分
類
も
、
彼
の
い
う

意
味
で
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
(
正
義
の
観
念
、
宗
教
的
・
哲
学
的
信
条
、

政
治
的
・
経
済
的
社
会
的
構
造
等
)
」
が
、
法
圏
分
類
に
お
け
る
区
分
基

準
と
し
て
機
能
し
う
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
同

一
性
と
法
的
親
縁
性
と
を
パ
ラ
レ
ル
に
結
び
付
け
う
る
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
等
が
初
期
の
諸
分
類
に
提
起
し
た
も
の
と
同

様
の
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ラ
イ
シ
ユ
タ
イ

ン
(
玄
白

H
E
S∞
吉
田
)
は
、
ダ
ヴ
イ
ド
が
比
較
し
対
比
し
た
の
は
、(日
)

法
シ
ス
テ
ム
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
批
判
す
る
。

ラ
イ
シ
ユ
タ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
法
シ
ス
テ
ム
の
分
類
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム

の
分
類
と
混
同
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
仮
に
、
「
法

技
術
的
視
点
」
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
社
会
主
義
諸
国
の
法
は
、
大
陸
法
諸
国
の
法
と
一
括
り
に
さ
れ
う
る

で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ら
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

i
諸
国
の
法
と
対
照
を
な
す
こ

と
か
ら
、
「
西
洋
法
系
」
に
包
含
さ
れ
る
下
位
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
フ

ラ
ン
ス
法
群
」
と
「
英
米
法
群
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
点
に
関
し
て
も
疑

(M) 

聞
を
提
し
て
い
る
。

ラ
イ
シ
ユ
タ
イ
ン
に
よ
る
ダ
ヴ
ィ
ド
の
分
類
へ
の
批
判
は
、
法
シ
ス
テ

ム
が
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
完
全
に
従
属
的
な
関
係
に
必
ず
し
も
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
相
当
程
度
自
律
性
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
含
意

す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
彼
の
、
次
の
指
摘
が
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ

う
。
「
社
会
的
諸
関
係
が
変
化
す
る
な
ら
ば
、
法
は
変
化
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
の
発
展
は
、
法
そ
れ
自
体
の
ゆ

え
に
進
行
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
個
々
の
生
活
諸
関
係
の
継

続
性
や
社
会
の
経
済
的
文
化
的
発
展
は
、
全
体
と
し
て
乱
れ
た
り
す
る
も

(
日
)

の
で
は
な
い
」
。

ダ
ヴ
ィ
ド
自
身
、
先
の
分
類
に
関
し
て
、
当
時
の
西
洋
諸
国
が
、
少
な

か
ら
ず
社
会
主
義
へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
諸
国
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
道
徳
に
帰
依
す
る
こ
と
無
く
西
洋
法
を
受

(
日
)

容
し
て
い
る
と
の
反
省
を
も
と
に
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
を
一
時

的
に
放
棄
す
る
が
、
最
終
的
に
は
、
こ
れ
を
復
活
さ
せ
、
「
法
技
術
的
視

(
げ
)

点
」
と
並
ん
で
同
程
度
に
決
定
的
で
あ
る
と
し
て
、
二
つ
の
基
準
を
並
列

的
に
位
置
づ
け
る
に
至
る
。
こ
の
局
面
に
お
い
て
、
ダ
ヴ
ィ
ド
の
法
系
論

は
、
実
質
的
に
基
準
の
多
元
的
適
用
へ
と
移
行
し
た
と
み
て
よ
い
。
一
方

か
よ
う
な
自
説
の
変
更
に
と
も
な
い
、
法
圏
分
類
基
準
に
関
す
る
見
解
の

不
一
致
を
法
の
定
義
の
不
一
致
に
起
因
す
る
、
法
の
概
念
そ
れ
自
体
の
暖

昧
さ
に
求
め
つ
つ
、
彼
自
身
の
法
系
論
が
対
象
と
す
る
「
法
そ
れ
自
体
」

の
範
酵
を
概
念
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
が
注
目
し
う
る
。

ダ
ヴ
ィ
ド
は
、
広
い
意
味
で
の
法
は
、
法
規
範
の
他
に
一
連
の
概
念
作

用
全
体
、
探
求
方
法
、
世
界
と
社
会
関
係
そ
し
て
正
義
に
関
す
る
特
定
の
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見
方
を
含
む
と
し
、
こ
れ
ら
多
一
様
な
法
の
側
面
の
う
ち
、
具
体
的
な
法
準

則
等
の
時
代
と
場
所
に
よ
っ
て
著
し
く
変
化
す
る
「
可
変
的
要
素
写
本

ヨ
g
g
〈邑
mEg)」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
規
範
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
固
有
の
特
徴
を
法
に
付
与
し
、
そ
の
恒
常
性
を
維
持
す
る
要
素
、
す

な
わ
ち
「
不
変
的
要
素
(
丘
公
国

g
z
gロ
良
吉
田
開
)
」
が
、
よ
り
本
質
的
で

(
問
)

あ
り
、
法
秩
序
の
分
類
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
。
こ
こ
に
み
ら

れ
る
の
は
、
法
箇
分
類
の
対
象
と
し
て
の
広
義
の
法
を
「
不
変
的
要
素
」

お
よ
び
「
可
変
的
要
素
」
か
ら
な
る
、
重
層
的
な
概
念
と
し
て
捉
え
、
そ

こ
に
含
ま
れ
る
法
的
諸
要
素
の
う
ち
「
不
変
的
要
素
」
を
区
分
基
準
と
し

て
採
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
法
の
分
類
の
た
め
の
基
準
(
包
尽
ユ
E
B
宮

管

庁

(
m
m
)
 

n
-
8
8
B
n
E
色
町
田
色

8
5
)
」
と
し
て
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
、
「
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
視
点
」
と
「
法
技
術
的
視
点
」
は
、
「
不
変
的
要
素
」
と
の
関
連

に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
づ
け
を
も
た
ら
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ダ

ヴ
ィ
ド
は
、
「
法
技
術
的
視
点
」
に
つ
い
て
、
あ
る
特
定
の
法
に
つ
い
て

の
研
究
お
よ
び
実
務
に
よ
り
法
律
家
の
訓
練
を
受
け
た
者
が
、
た
い
し
た

困
難
を
と
も
な
わ
ず
に
、
他
の
特
定
の
法
に
お
け
る
法
律
問
題
を
同
様
に

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
自
問
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
、
仮
に
こ
の
答
え
が
否
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
は
別
々
に
区

分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
何
故
な
ら
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
に
お
け
る
法
的
語
棄
や
法
源
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
あ
る
い
は
法
律
家
の

駆
使
す
る
方
法
等
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

法
が
、
い
か
な
る
哲
学
的
、
政
治
的
、
経
済
的
原
理
に
基
づ
い
て
お
り
、

い
か
な
る
型
の
社
会
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
同
様
に
重
視
せ

(
初
)

ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
法
技
術
的
視
点
」
な
い
し

は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
が
、
そ
れ
自
体
区
分
基
準
と
し
て
機
能
す

る
も
の
と
し
て
よ
り
は
む
し
ろ
、
区
分
基
準
と
な
り
う
る
要
素
(
す
な
わ

ち
「
不
変
的
要
素
」
)
を
い
わ
ば
嘆
ぎ
分
け
る
、
「
視
点
」
と
し
て
の
意
味

合
い
を
よ
り
一
層
鮮
明
に
し
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
た
や
、
先
の
ご
と
く
ダ
ヴ
ィ
ド
を
批
判
し
た
ラ
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
も
、
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「
法
圏
を
区
分
す
る
た
め
に
、
ま
ず
第
一
に
法
の
実
質
的
内
容
が
重
要
と

(
幻
)

な
る
わ
け
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
す
る
点
で
は
、
ダ
ヴ
ィ
ド
と
共
通
の
見

解
に
立
つ
。
ラ
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
自
身
は
、
「
法
名
望
家

(mmnFzgg'

E
P
O
Bロ
)
」
を
法
秩
序
に
特
徴
的
な
様
式
を
も
た
ら
す
「
様
式
形
成
要
因

(n) 

(SEEjg色
町
明
白
骨

8
5ロ
)
」
と
し
て
重
視
す
べ
き
と
す
る
が
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
、
法
秩
序
に
本
質
的
に
重
要
な
刻
印
を
な
す
主
要
な
原
因
に
着

目
す
る
立
場
に
近
い
指
向
を
見
出
し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
法

名
望
家
」
も
、
実
際
の
彼
の
法
圏
分
類
に
際
し
て
は
、
区
分
基
準
と
し
て

機
能
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ラ
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
、
そ
の
著
書
『
法



コンスタンテイネスコの比較法理論

比
較
入
門
』
に
お
い
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
圏

(
E
E忠
良
色

228Z'

z
n
F
2
p
n宮
田
町

g)」
、
「
英
米
法
圏
(
白
口
開
g
a
g
S
E
E
F田町
F
R
m
R
Z
'

宵
巳
目
)
」
と
い
う
二
つ
の
法
圏
を
中
心
的
に
取
り
あ
げ
、
対
比
す
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
法
圏
を
分
か
つ
「
真
に
価
値
あ
る
相
違
」
は
、
「
法
的

思
考
法
と
法
発
見
の
方
法
(
冨

a
g品
目
ロ
色
町
二

5
2
R
E
2
0
2宮
g
z
E

(
お
)

S
R
m
m
n
Z回目
E
E
m
)」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
「
法
的
思
考
法
と
法
発
見
の
方
法
L

、
す
な
わ
ち
「
法
的

思
考
、
司
法
の
手
続
き
と
構
造
、
法
律
家
の
組
織
と
心
性
、
そ
し
て
こ
れ

ら
の
実
定
法
や
法
生
活
に
対
す
る
影
響
」
等
は
、
「
法
比
較
に
と
っ
て
最

(M) 

も
魅
力
的
で
最
も
繊
細
で
も
あ
る
課
題
」
で
あ
る
。
一
方
、
「
法
名
望
家
」

に
つ
い
て
は
、
次
の
ご
と
く
説
明
す
る
。
「
あ
る
法
体
系
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
も
の
は
、
だ
れ
が
そ
の
名
望
家
で
あ
り
、
何
が
彼
ら
を
動
か
し
、

ど
の
よ
う
に
し
て
彼
ら
は
そ
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
知
ら
ね

(
お
)

ば
な
ら
な
い
」
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
法
圏
論
の
対
象
と
し
て
の
「
法
体

系
」
に
迫
る
際
に
、
「
法
名
望
家
」
が
、
「
法
的
思
考
法
と
法
発
見
の
方
法
」

等
の
比
較
法
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
有
益
な

手
掛
か
り
を
も
た
ら
す
指
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
る
こ
と
を
示
唆
す

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
指
摘
し
う
る
の
は
、
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
等
が
「
そ
れ
ら
自
体
」

を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
対
象
と
し
て
の
法
体
系
な
い
し
法
秩
序

そ
の
も
の
が
「
立
法
」
の
み
な
ら
ず
「
不
変
的
要
素
」
、
「
法
的
思
考
法
と

法
発
見
の
方
法
」
等
、
多
様
な
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
へ
の
認
識
あ
る

い
は
洞
察
が
、
区
分
基
準
の
選
択
に
関
す
る
諸
見
解
に
お
け
る
対
立
の
契

機
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
認
識
は
、

こ
れ
ら
法
的
諸
側
面
、
っ
ち
、
い
ず
れ
を
区
分
基
準
と
し
て
重
視
す
べ
き
か

と
い
う
問
い
を
生
ぜ
し
め
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
諸
側
面
の
異
同
の
究
明

を
新
た
な
課
題
と
な
し
、
こ
れ
を
追
究
す
る
う
え
で
の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー

チ
な
い
し
は
視
座
の
提
起
を
、
つ
な
が
し
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
区
分
基
準
の
選
択
に
お
け
る
対
立
は
、
既
存
の
法
圏
分
類
が
対

象
と
し
て
の
法
に
迫
る
際
に
採
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
自
体
の
方
法
論
的
限

界
へ
の
批
判
、
そ
し
て
そ
れ
に
代
わ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
模
索
と
い
う
形
態

を
も
と
り
う
る
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
理
解
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
う
え
で
、
野
田
良
之
の
次
の
指

摘
が
注
目
し
え
よ
う
。
「
わ
が
国
の
現
行
法
体
系
は
、
い
わ
ば
フ
ラ
ン
ス

法
と
ド
イ
ツ
法
を
両
親
と
し
て
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
子
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
ル
ネ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
教
授
の
分
類
に
従
え
ば
、
日
本
法

は
ロ
オ
マ
・
ゲ
ル
マ
ン
法
族

(
P
E
-
z
s
B
S中
宮

5
8
5
5
)
に
属
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
構
造
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
異
論
の
余
地
は
な
い
。

だ
が
、
機
能
の
観
点
か
ら
挑
め
た
場
合
、
果
た
し
て
簡
単
に
日
本
法
が
こ

の
法
族
の
一
員
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
(
中
略
)
日
本
法
は
、
世
界
の
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法
体
系
の
な
か
で
ど
う
位
置
付
け
る
べ
き
か
。
(
中
略
)
た
だ
、
言
え
る

こ
と
は
、
比
較
法
の
考
察
の
対
象
を
い
か
に
広
げ
て
い
っ
て
も
、
法
解
釈

学
的
な
い
し
法
規
中
心
的
見
方
か
ら
脱
却
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
問
題
は

(
お
)

解
決
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。

こ
の
指
摘
は
、
法
圏
の
区
分
基
準
と
し
て
法
規
な
い
し
は
法
の
制
度
的

(
幻
)

構
造
を
排
他
的
に
重
視
す
る
こ
と
へ
の
批
判
と
し
て
捉
え
う
る
が
、
同
時

に
、
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
等
の
採
用
す
る
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
評

価
と
し
て
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
の
制
度
的
構
造
と

い
う
側
面
で
の
諸
法
秩
序
聞
の
親
縁
性
の
立
証
を
課
題
と
す
る
限
り
に
お

い
て
は
、
諸
法
秩
序
聞
の
「
派
生
関
係
」
な
い
し
は
系
譜
学
的
な
関
わ
り

を
考
慮
す
る
と
い
う
手
法
は
、
有
効
な
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
社
会
的
、
文
化
的
環
境
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
法

(
お
)

の
「
機
能
」
の
側
面
に
お
い
て
異
同
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
こ

う
し
た
手
法
は
、
必
ず
し
も
充
分
と
は
い
え
な
い
、
む
し
ろ
他
の
「
見
方
」

が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
圏
分
類
に
お
け
る
区
分
基
準
は
何
か
と

の
聞
い
は
、
同
時
に
、
法
圏
論
は
法
を
対
象
と
し
て
い
か
な
る
異
同
を
立

証
す
べ
き
な
の
か
、
い
わ
ば
法
圏
論
が
射
程
と
す
る
対
象
領
域
そ
の
も
の

を
問
う
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
法
圏
論

に
お
け
る
基
準
に
関
す
る
諸
見
解
は
、
法
圏
分
類
を
実
施
す
る
う
え
で
の

妥
当
な
区
分
基
準
の
提
起
に
あ
わ
せ
て
、
法
圏
論
に
お
い
て
措
定
さ
れ
る

命
題
を
立
証
す
る
う
え
で
の
有
効
な
視
座
の
提
起
を
必
然
的
に
と
も
な
っ

て
き
た
、
と
の
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
第
二
節

に
お
い
て
は
、
以
上
の
理
解
の
も
と
に
、
法
圏
論
に
お
け
る
基
準
の
多
元

的
適
用
(
あ
る
い
は
多
元
化
)
、
お
よ
び
法
圏
分
類
の
「
合
目
的
性
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
る
指
向
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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第

節

包
括
的
分
類
体
系
と
し
て
の
法
圏
論

前
節
に
お
い
て
検
討
し
た
ご
と
く
、
対
象
と
し
て
の
法
秩
序
そ
れ
自
体

の
重
層
的
構
造
へ
の
認
識
が
、
各
法
圏
論
者
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ

れ
て
い
る
、
ア
プ
ロ
ー
チ
な
い
し
は
方
法
論
的
視
座
を
相
互
に
限
界
を
有

す
る
も
の
と
し
て
批
判
的
に
対
立
せ
し
め
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
同
時

に
こ
れ
は
、
と
り
わ
け
ダ
ヴ
イ
ド
の
法
系
論
の
変
遷
に
お
い
て
明
ら
か
な

よ
う
に
、
各
分
類
者
は
本
来
的
に
、
例
え
ば
「
不
変
的
要
素
」
の
究
明
と

い
っ
た
各
々
固
有
の
命
題
を
措
定
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
結
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
認
識
が
、
各
々
の
論
者
が
重
要
視
す
る

命
題
に
対
処
す
る
う
え
で
、
固
有
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

採
用
す
る
こ
と
へ
の
肯
定
的
な
承
認
、
す
な
ち
法
圏
論
に
お
い
て
「
合
目

的
性
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
の
素
地
の
一
端
を
な
し
て
い
る
と
い
え
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ク
ロ
イ
ツ
ア
ー
の
い
う
法
圏
論
の
「
合
目
的
性
」
は
、
分
類
結
果
と
そ

こ
に
採
用
さ
れ
る
区
分
基
準
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
う
え
で
の
前
提
と
い

う
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
区
分
基
準
選
択

の
問
題
は
法
圏
論
の
対
象
領
域
お
よ
び
視
座
の
問
題
を
包
含
す
る
と
捉
え

る
な
ら
ば
、
「
合
目
的
性
」
は
、
各
分
類
枠
内
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い

る
法
秩
序
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
う
え
で
の
前
提
と
も

解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
第
一
章
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
各
々

の
分
類
者
は
、
各
々
固
有
に
「
然
る
べ
き
命
題
を
立
証
し
よ
う
と
」
試
み

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
「
立
証
に
最
も
適
合
す
る
よ
う
に
」

諸
法
秩
序
を
複
数
の
グ
ル
ー
プ
へ
と
分
類
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
採
用
さ
れ
る
方
法
論
的
視
座
が
、

一
定
の
限
界
を
有
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
法
圏
論
に
と
っ
て
そ
れ

が
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
の
妥
当
性
は
、
各
分
類
者
固
有
に
措
定
さ
れ
て
い
る
命
題
を
立
証
す
る

う
え
で
、
適
切
な
視
角
が
保
持
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
平
面
に
お
い
て

吟
味
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
こ
う
し
た
枠
を
超
え
て
判
断
さ
れ
る
類

の
も
の
で
は
、
本
来
的
に
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

野
田
は
、
比
較
法
の
出
発
点
に
お
け
る
最
も
困
難
な
問
題
の
ひ
と
つ
は
、

法
を
ど
の
よ
う
に
観
念
し
て
比
較
を
始
め
る
か
に
あ
る
と
し
、
法
の
概
念

そ
れ
自
体
の
暖
昧
さ
に
つ
い
て
ダ
ヴ
ィ
ド
と
共
通
の
認
識
に
立
ち
つ
つ
次

の
よ
う
に
い
う
。
「
法
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
、
異
な
る
文
化
圏
に
お
い

て
は
基
本
的
に
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
力
点
を
お
い
て
比
較
す
る
場
合
に

は
、
法
体
系
の
比
較
よ
り
法
観
念
の
比
較
の
方
が
重
要
で
あ
り
、
(
中
略
)

法
体
系
は
そ
の
重
要
で
は
あ
る
が
一
つ
の
指
標
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
れ
に
対
し
法
の
モ
デ
ル
を
求
め
て
法
体
系
の
比
較
を
行
え
ば
、
そ

の
力
点
は
む
し
ろ
社
会
的
紛
争
解
決
の
メ
カ
ニ
ス
ム
と
し
て
の
法
|
法
体

系
と
い
う
場
合
は
こ
の
側
面
が
強
く
意
識
さ
れ
る
ー
に
お
か
れ
、
自
国
法

(
鈎
)

が
無
意
識
の
う
ち
に
中
心
点
を
構
成
す
る
」
。
こ
の
指
摘
か
ら
す
れ
ば
、

仮
に
共
通
に
「
法
」
を
一
個
の
対
象
と
し
て
も
、
各
々
の
論
者
の
観
念
す

る
「
法
」
そ
れ
自
体
が
相
互
に
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
取
り
扱
わ
れ
る
法
的

側
面
も
当
然
異
な
り
う
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
こ
れ
ら
相
異
な
る
法
的
側

面
は
、
何
ら
か
の
唯
一
排
他
的
な
分
類
体
系
に
総
括
さ
れ
う
る
も
の
で
は

な
い
と
の
結
論
を
導
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
野
田
は
次

の
よ
う
に
も
い
う
。
「
法
圏
論
を
試
み
る
比
較
法
学
者
は
(
中
略
)
自
ら

の
立
場
を
絶
対
視
し
な
い
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
地
点
の
比
較
法
学
者
が
、

(
初
)

先
ず
そ
の
視
点
か
ら
多
く
の
法
圏
論
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
」
。

こ
れ
ら
野
田
の
見
解
に
お
い
て
も
、
対
象
と
し
て
の
法
が
多
様
な
側
面
を

有
す
る
こ
と
へ
の
認
識
に
伴
う
、
「
合
目
的
性
」
へ
の
傾
斜
が
み
ら
れ
る

と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

北法530・149)149 



研究ノート

よ
っ
て
以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
圏
論
に
お
け
る
「
合
目
的
性
」
の
前
提

は
、
法
圏
論
の
対
象
と
す
る
法
そ
れ
自
体
が
、
相
互
に
一
般
化
困
難
な
側

面
を
並
存
的
に
包
含
し
て
い
る
と
の
認
識
を
そ
の
根
拠
と
な
し
、
法
圏
論

の
多
様
化
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
「
合
目
的
性
」
の
前
提
は
、
「
法
問
論
」
を
法
秩
序

の
分
類
と
い
う
諸
営
為
の
、
い
わ
ば
総
称
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。
確
か
に
、
そ
こ
で
は
「
法
圏
」
あ
る
い
は
「
法
系
」

と
い
っ
た
類
概
念
が
、
あ
る
程
度
共
通
の
語
棄
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
「
合
目
的
性
」
の
も
と
で
は
、
実
際
に
各
法
圏
の
範
鴫
を
明
ら
か

と
す
る
の
は
、
個
々
の
分
類
に
お
い
て
措
定
さ
れ
た
命
題
の
経
験
的
な
実

証
結
果
と
し
て
の
区
分
基
準
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
の
立

証
内
容
は
、
固
有
に
措
定
さ
れ
た
命
題
の
枠
を
超
え
た
一
般
化
を
主
張
す

る
も
の
で
も
、
ま
た
要
請
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
の
類
概
念
も
、
厳
密
に
は
、
そ
の
分
類
者
固
有
の
概
念
枠
組
み
に

属
す
る
、
別
種
の
も
の
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
一
元
的
な
基
準
に
よ
っ
て
法
圏
分
類
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
「
不

当
」
と
し
、
む
し
ろ
複
数
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
類
は
な
さ

れ
る
べ
き
と
す
る
、
「
基
準
の
多
元
化
」
が
、
法
圏
論
に
お
い
て
共
通
の

(
訂
)

謀
題
と
さ
れ
た
経
緯
は
、
い
か
な
る
指
向
を
有
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
大
木
は
、
法
圏
分
類
に
お
い
て
、
多
元
的

に
基
準
が
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
「
諸
法
秩
序

聞
に
異
同
を
も
た
ら
す
原
因
が
単
一
で
な
い
」
こ
と
、
「
法
の
全
体
が
極

(
m
M
)
 

め
て
複
雑
な
構
築
物
で
あ
る
」
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
を
挙
げ
る
。
す
な
わ

ち
、
対
象
と
し
て
の
法
秩
序
が
「
複
雑
な
構
築
物
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
多
様
な
諸
側
面
に
表
出
す
る
異
同
全
て
を
、
例
え
ば
「
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
」
等
の
一
元
的
な
要
因
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当

然
批
判
の
対
象
と
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
木
は
、
法
圏
の
分
類
は

(
お
)

「
あ
た
か
も
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ス
の
寝
台
の
よ
う
な
単
純
な
尺
度
で
」
は
な

し
え
ず
、
「
こ
れ
を
処
理
す
る
に
は
、
ま
さ
に
複
眼
的
観
察
を
欠
か
せ
な

(
お
)
い
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
圏
論
に
お
け

る
、
「
合
目
的
性
」
お
よ
び
基
準
の
多
元
的
適
用
は
、
と
も
に
共
通
の
問

題
認
識
を
発
端
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
こ
こ
で
、

こ
れ
ら
二
つ
の
前
提
が
共
通
の
指
向
を
有
し
て
い
る
と
捉
え
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
次
の
問
題
が
生
ず
る
。

先
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
合
目
的
性
」
の
基
本
的
指
向
は
多
様

化
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
法
圏
論
に
お
い
て
対
処
さ
れ
る
多
様
な
命
題
へ
向

け
た
各
々
の
視
座
が
、
個
別
に
並
存
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
限
界
が
予
測
さ
れ
る
複
数
の
視
座
が
「
複

眼
的
」
に
束
ね
ら
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
「
法
圏
論
の
」
前
提
な
い
し
共

通
の
諜
題
と
み
な
す
基
準
の
多
元
的
適
用
と
、
「
合
目
的
性
」
と
を
同
一
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の
指
向
の
も
と
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
矛
盾
が
生

じ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
「
合
目
的
性
」

の
前
提
の
も
と
で
は
、
法
圏
論
の
対
象
と
し
て
い
る
法
秩
序
が
「
複
雑
な

構
築
物
」
で
あ
る
こ
と
は
、
視
座
の
多
元
的
適
用
を
必
然
的
に
要
請
す
る

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
複
雑
な
構
築
物
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
各
々

の
視
座
は
、
各
論
者
が
固
有
に
対
処
す
る
命
題
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
視
座
の
妥
当
性
な
い
し
数
も
各
々
の
命
題
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
函
論
に
お
け
る

視
座
の
多
元
化
は
、
「
複
雑
な
構
築
物
」
と
し
て
の
法
秩
序
が
内
包
す
る

多
種
多
一
様
な
側
面
を
複
合
的
に
扱
う
こ
と
を
本
来
的
に
法
圏
論
が
要
請
し

て
い
る
と
い
う
、
「
合
目
的
性
」
と
は
異
な
る
前
提
を
介
在
さ
せ
て
い
る

と
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
再
度
ダ
ヴ
ィ
ド
の
法
系
論
の
変
遷
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
彼
の
基

準
の
実
質
的
多
元
化
は
、
法
圏
論
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
「
不
変
的
要
素
」
と
い
う
彼
自
身
の
対
処
し
よ
う
と
す
る
命
題
の

明
確
化
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
な
さ
れ
た
と
解
す
る
の
が
、
最
終
的
に
彼

が
「
合
目
的
性
」
を
受
け
入
れ
た
経
緯
に
、
よ
り
聞
し
て
い
る
と
思
わ
れ

(
お
)

る
。
よ
っ
て
、
ダ
ヴ
ィ
ド
を
起
点
と
す
る
基
準
の
多
元
化
を
法
圏
論
の
課

題
と
み
な
す
た
め
に
は
、
そ
の
対
象
領
域
が
法
圏
論
に
お
い
て
共
有
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
点
に
お
い
て
も
、
法
圏
論
に
お
け
る
基
準
の
多
元
化
は
、
「
合
目
的

性
」
と
は
相
対
立
す
る
指
向
を
有
し
て
い
る
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
基
準
の
多
元
的
適
用
は
、
あ
る
特
定
の
方
法
論
的
視

座
の
限
界
、
個
別
に
提
起
さ
れ
る
命
題
の
枠
を
超
え
て
一
般
化
さ
れ
う
る
、

む
し
ろ
そ
れ
ら
を
包
括
可
能
な
分
類
体
系
の
確
立
と
い
う
、
「
合
目
的
性
」

と
正
反
対
の
指
向
を
法
圏
論
に
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
確
認
す
る
う
え
で
、
野
田
の
次
の

問
題
提
起
は
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
野
田
は
、
法
圏
論

が
法
を
一
個
の
対
象
単
位
と
し
、
こ
れ
を
「
概
観
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

導
き
出
さ
れ
る
分
類
体
系
で
あ
る
こ
と
は
、
妥
当
に
共
有
さ
れ
た
認
識
で

あ
る
と
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
こ
の
(
前
記
の
よ
う
な
分
類
が

な
さ
れ
る
l
筆
者
)
前
提
と
し
て
、
理
論
上
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
法
体
系

が
少
く
も
固
な
ら
国
と
い
う
同
一
の
単
位
で
、
同
じ
濃
度
で
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
お
そ
ら
く
こ
れ
は
実
行
不
可
能
で

あ
り
、
法
圏
論
と
い
う
も
の
は
常
に
二
定
の
限
定
さ
れ
た
枠
の
な
か
で
行

わ
れ
る
ほ
か
な
い
と
い
う
宿
命
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
の
多
く
の

法
体
系
を
概
観
す
る
と
言
っ
て
も
、
人
間
の
視
角
l
精
神
的
な
意
味
に
お

(
お
)

い
て
も
ー
と
い
う
も
の
は
限
定
さ
れ
て
い
る
」
0

こ
の
指
摘
は
、
次
の
三
つ
の
点
を
含
意
し
て
い
る
と
捉
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
一
つ
に
、
法
圏
論
に
い
う
「
概
観
」
と
は
、
多
数
の
法
秩
序
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の
純
粋
な
蒐
集
と
記
述
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
象
と
し
て

の
法
を
一
個
の
総
合
的
単
位
と
み
な
し
、
そ
れ
が
体
系
的
に
整
序
可
能
な

か
た
ち
で
包
括
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
法
圏
論
の
基
本
的
属
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
目
と

し
て
、
そ
れ
ゆ
え
法
圏
論
の
こ
う
し
た
属
性
は
、
ま
ず
「
実
際
」
面
に
お

い
て
、
実
証
的
デ

l
タ
の
幅
を
、
法
圏
論
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
分
類
体

系
を
明
確
に
基
礎
寺
つ
け
る
う
え
で
、
充
分
に
拡
大
す
る
こ
と
を
恒
常
的
に

困
難
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
三
点
目
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
理

論
上
」
に
お
い
て
も
、
多
岐
多
様
な
側
面
を
は
ら
む
法
の
全
体
を
分
類
可

能
に
「
概
観
」
し
う
る
よ
う
な
、
包
括
的
視
座
を
想
定
な
い
し
確
立
す
る

こ
と
自
体
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題
を
突
き
つ
け
ず
に
は
お
か
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

法
圏
論
に
お
け
る
基
準
の
多
元
化
は
、
こ
う
し
た
法
圏
論
の
基
本
的
属

性
が
提
起
す
る
問
題
に
、
い
わ
ば
正
面
か
ら
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
法
的
諸
側
面
の
包
括
的
概
観
を
可
能
と
す
る
た
め
の
、
視
座
の
多
東

北
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
複
雑
な
構
築
物
」
と
し

て
の
法
に
お
い
て
、
法
圏
論
が
共
有
し
う
る
総
合
可
能
な
対
象
領
域
を
再

度
確
認
す
る
こ
と
に
、
基
準
の
多
元
化
は
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
基
準
の
多
元
的
適
用
は
、
「
法
圏
論

の
」
前
提
な
い
し
課
題
と
し
て
成
立
し
え
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、
「
合
目
的
性
」
お
よ
び
基
準
の
多
元
化
は
、
法
圏
論

の
基
本
的
属
性
の
要
請
に
対
す
る
態
度
決
定
と
し
て
、
採
用
し
う
る
二
つ

の
選
択
肢
を
指
し
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
最
後
に
、
法
圏
論
ぞ
れ
自
体
へ

の
、
批
判
的
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
採
用
可
能
な
選
択

肢
の
余
地
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

英
米
の
比
較
法
学
者
は
、
概
ね
法
圏
分
類
に
は
無
関
心
あ
る
い
は
批
判

(
幻
)

的
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
ホ

l
ル
(
』
q
o
g
m
白
色
)
は
、
「
比

較
可
能
性
の
要
求
を
満
た
す
類
型
学
の
構
築
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
は
っ
き
り
と
し
な
い
、
漠
然
と
し
て
い
る
も
の
を
、
ど
の
よ
う

に
し
て
明
示
的
か
つ
明
断
な
も
の
と
す
る
か
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ

(
お
)

ン
の
問
題
|
と
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
し
、
法
圏
論
な
い
し
法
系
論
に
お

い
て
用
い
ら
れ
る
類
概
念
の
精
度
に
留
意
し
つ
つ
、
批
判
的
検
討
を
加
え

て
い
る
点
が
注
目
し
う
る
。

そ
の
際
彼
は
、
「
例
え
ば
化
学
に
お
い
て
は
、
分
類
は
基
礎
で
あ
り
、

科
学
的
知
識
の
集
ま
り
は
、
そ
の
基
礎
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
分
類
が
可
能
で
な
い
な
ら
ば
、
科
学
的
一
般
化
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
し
て
き
わ
め
て
漠
然
と
し
た
分
類
の
み
が
発
見
し
う
る
と
想

定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
付
加
さ
れ
る
一
般
的
知
識
の
限
界
を
意
味
し

(
錫
)

て
い
る
」
と
し
、
比
較
研
究
の
要
請
を
満
た
す
類
概
念
は
、
そ
こ
に
付
加
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さ
れ
る
諸
デ
l
タ
の
、
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
な
い
し
は
「
ラ
ベ
ル
」
と
し

(
刊
)

て
操
作
す
る
に
充
分
に
明
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

(
叫
)

こ
の
見
解
を
も
と
に
、
彼
は
次
の
ご
と
く
法
圏
論
(
あ
る
い
は
法
系
論
)

へ
の
批
判
的
検
討
を
展
開
す
る
。

ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
法
系
論
に
お
け
る
「
法
系
(
庁
制
色
々
器
ヨ
)
」
は
、

あ
る
複
数
の
法
秩
序
が
、
論
理
的
に
整
序
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

し
て
、
よ
り
広
い
意
味
合
い
に
お
い
て
、
「
体
系
2
3
8
5
)
」
と
は
、
「
精

綴
な
ま
と
ま
り
を
有
す
る
、
演
鐸
的
に
操
作
可
能
な
、
包
括
的
命
題
の
組

織
化
を
意
味
す
る
」
と
す
る
。
法
は
、
「
法
典

(
n
a
n
)
」
と
い
う
側
面
に

お
い
て
も
、
一
定
程
度
体
系
的
ま
と
ま
り
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
法

系
」
な
い
し
「
体
系
」
と
い
う
用
語
は
、
そ
れ
ら
ま
と
ま
り
の
度
合
い
を

示
す
た
め
の
一
般
的
論
及
と
し
て
有
益
で
あ
り
う
る
。
ホ
ー
ル
は
い
う
、

「
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
国
の
法
律
全
体
な
い
し
は
、
そ
の
一
部
門
全
体

が
、
総
体
に
お
い
て
比
較
研
究
の
基
礎
と
な
し
う
る
、
と
す
る
仮
説
は
、

比
較
可
能
性
の
問
題
を
不
明
瞭
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
そ

れ
は
、
漠
然
と
し
た
特
徴
づ
け
お
よ
び
伝
統
的
用
語
を
研
究
の
基
礎
と
し

(
必
)

て
誤
解
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。

さ
ら
に
彼
は
、
ダ
ヴ
ィ
ド
が
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
を
一
時
的

に
放
棄
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
評
価
を
な
す
。
「
道
徳
、
経

済
、
お
よ
び
民
主
主
義
的
立
憲
政
治
は
、
有
力
な
文
化
的
要
因
で
あ
り
、

比
較
研
究
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
ダ
ヴ
ィ
ド
氏
の
洞
察
は
、
ほ
と
ん
ど
疑

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
西
欧
お
よ
び
非
西
欧
諸
国
が
、
同
じ
価

値
を
共
有
し
、
私
経
済
企
業
お
よ
び
自
由
民
主
主
義
が
遠
く
隔
た
っ
た
世

界
の
多
く
の
地
域
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
か
か
る
研
究
の
基
礎

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
基
準
を
放
棄
さ
せ
る
正
当
な
理
由
に
は
な
ら

な
い
。
放
棄
を
必
要
と
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
伝
統
的
仮
説
で
あ
る
と

私
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
の
仮
説
と
は
、
『
西
欧
』
、
「
非
西
欧
』
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
』
お
よ
び
『
法
系
』
が
、
比
較
研
究
の
目
的
に
と
っ
て
、
社
会
的
・
法

(
必
)

的
デ
l
タ
を
分
類
す
る
適
切
な
基
準
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
。

こ
う
し
た
彼
の
批
判
に
は
、
実
証
的
デ

1
タ
の
幅
、
方
法
論
的
視
座
の

射
程
双
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
法
圏
論
の
要
請
一
す
る
「
概
観
」
を
可
能

と
す
る
か
た
ち
で
充
足
さ
れ
う
る
こ
と
へ
の
明
白
な
懐
疑
が
示
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
懐
疑
に
基
づ
く
、
ホ
ー
ル

の
解
答
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

等
の
基
準
は
、
批
判
的
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
「
西
洋
法

系
」
と
い
う
枠
組
み
を
概
念
上
明
断
に
す
る
う
え
で
、
充
分
な
デ
l
タ
を

も
た
ら
す
視
座
と
し
て
過
剰
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
べ
き
で
も
な
く
、
ま

た
不
充
分
な
も
の
と
し
て
捨
て
去
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ

捨
て
去
ら
れ
る
べ
き
は
、
特
定
の
視
座
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
う
る
デ
ー

タ
の
幅
の
限
界
を
超
え
た
一
般
化
を
常
に
不
可
避
的
に
要
請
す
る
、
「
西

北法53(0153)153 
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洋
法
系
」
等
の
「
総
括
概
念
(
。
ョ
ヨ
σ
5
5
5
5
)
」
そ
れ
自
体
で
あ
る

(
H
H
)
 

こ
と
と
な
る
。第

三
節

括

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
法
圏
論
が
法
の
体
系
的
な
「
概

観
」
を
要
請
す
る
と
い
う
属
性
を
有
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
対
象
と

し
て
の
法
そ
れ
自
体
が
、
多
様
な
問
題
領
域
を
重
層
的
に
包
含
す
る
「
複

雑
な
構
築
物
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
は
、
次
の
三
つ
の
指
向
の
分
岐
点

を
構
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
圏
論
そ
れ
自
体
の
個

別
的
多
様
化
、
あ
る
い
は
法
圏
論
が
な
お
包
括
的
分
類
体
系
と
し
て
確
立

さ
れ
う
る
こ
と
へ
の
さ
ら
な
る
追
究
、
そ
し
て
最
後
に
、
「
法
圏
」
な
い

し
「
法
系
」
と
い
う
総
括
的
概
念
自
体
の
放
棄
、
と
い
う
指
向
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
指
向
の
う
ち
、
多
様
化
、
包
括
的
分
類
体
系
の

追
究
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
の
が
、
「
合
目
的
性
」
な
ら
び
に
基
準

の
多
元
的
適
用
と
い
う
法
圏
論
上
の
前
提
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ

け
、
基
準
の
多
元
的
適
用
に
お
い
て
は
、
「
複
雑
な
構
築
物
」
と
し
て
の

法
秩
序
を
い
か
に
し
て
複
合
的
に
捉
え
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
と

す
る
視
座
を
い
か
に
し
て
確
立
す
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
比
較
法
に
お
け
る

「
マ
ク
ロ
」
の
意
味
合
い
が
、
一
一
層
尖
鋭
な
テ
l
マ
性
を
帯
び
て
く
る
こ

と
を
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
指
向
の
狭
間
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
、
ツ
ヴ
ア
イ

ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
「
様
式
理
論
」
が
、
法
圏
論
に
お
け
る
基
準
の
多
元

(
必
)

的
適
用
の
実
質
的
具
体
化
を
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
尖
鋭
に
対
峠

す
る
か
た
ち
で
提
起
さ
れ
た
の
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
「
規
定
的

要
素
の
理
論
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
対
象
と
し
て
の
法
に
お
け
る
総
合

可
能
な
マ
ク
ロ
な
問
題
領
域
を
い
か
な
る
も
と
し
て
再
確
認
し
、
そ
れ
へ

向
け
て
い
か
な
る
視
座
を
提
起
し
て
い
る
の
か
と
い
う
共
通
の
組
上
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
理
論
は
対
比
的
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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こ
ト
』
ト
」
・
な
る
。
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
「
様
式
理
論
」
に
お
い
て
採

用
さ
れ
て
い
る
基
準
を
列
挙
し
、
そ
の
基
本
的
性
格
に
簡
単
に
触
れ
て
お

く
こ
と
で
、
次
章
第
一
節
へ
の
導
入
を
図
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ツ
ヴ
ア
イ

ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
法
圏
分
類
基
準
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
「
様
式
構

成
要
素

(
E
E
2
M
g円
)
」
あ
る
い
は
「
様
式
形
成
的
な
諸
要
因

(2Fe&4

こ
こ
で
、

mgι
伸
明
白
骨

8
8ロ
)
」
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
法
秩
序
の
歴
史
的
な

由
来
と
発
展
、
②
そ
の
法
秩
序
に
お
け
る
支
配
的
な
、
特
殊
な
法
的
思
考

方
法
、
③
特
に
特
徴
的
な
法
制
度
、
④
法
源
の
性
質
と
そ
の
解
釈
、
⑤
イ

(
M
W
)
 

デ
オ
ロ
ギ
l
的
諸
要
因
で
あ
る
。

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
こ
れ
ら
の
「
様
式
構
成
要
素
」
に
関
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し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
個
々
の
法
秩
序
と
そ
れ
ら
の
法
秩
序
か
ら
な

る
グ
ル
ー
プ
全
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
疋
の
様
式
を
有
す
る
。
比
較
法
的
研

究
は
、
こ
れ
ら
の
法
様
式
を
把
握
し
て
、
各
法
圏
へ
の
分
類
と
こ
れ
ら
の

法
圏
に
対
す
る
個
々
の
法
秩
序
の
指
定
と
を
、
決
定
的
な
様
式
構
成
要
素

に
し
た
が
っ
て
、
す
な
わ
ち
様
式
形
成
的
な
諸
要
因
に
し
た
が
っ
て
実
施

(
灯
)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
さ
ら
に
「
様
式
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
説
明
が
み
ら
れ
る
。
「
い
く
つ
か
の
学
問
も
こ
の
実
り
豊
か
な
概
念
を

用
い
て
、
き
わ
め
て
多
種
多
様
な
対
象
に
つ
い
て
、
あ
る
統
一
体
の
特
異

性
の
全
総
体
を
一
ま
と
め
に
し
、
そ
の
他
の
統
一
体
か
ら
区
別
す
る
よ
う

(
必
)

に
な
っ
て
き
た
」
。
す
な
わ
ち
「
様
式
理
論
」
は
、
前
記
に
列
挙
さ
れ
た

諸
要
素
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
の
実
質
的
内
容
か
ら
法
観

念
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
ま
で
及
ぶ
、
対
象
と
し
て
の
法
に
お
け
る
多
様
な

側
面
を
「
法
様
式
」
と
い
う
総
合
的
命
題
の
も
と
に
包
括
す
る
こ
と
に
よ

り
、
法
の
「
特
異
性
」
を
そ
の
「
統
一
体
」
に
お
い
て
解
明
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、

「
様
式
構
成
要
素
」
が
、
「
法
様
式
」
の
究
明
に
向
け
ら
れ
た
多
束
的
視

座
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
上
の
も
と
に
、
次
章
第
一
節
に
お
い
て
本
稿
が
「
様

式
理
論
」
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
の
は
、
主
と
し
て
次
の
三
点
と
な
る
。

ま
ず
最
初
に
検
討
が
な
さ
れ
る
の
は
、
「
法
様
式
」
を
明
ら
か
に
す
る
視

座
と
し
て
、
「
様
式
構
成
要
素
」
は
、
各
々
い
か
な
る
評
価
を
「
様
式
理

論
」
に
お
い
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
二
点
目
と

し
て
検
討
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
諸
要
素
は
、
個
々
の
問
題
領
域
と
し
て
、

い
か
に
し
て
「
法
様
式
」
と
い
う
命
題
の
も
と
に
総
合
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
検
討
を
も
と
に
、
法
圏
論
の
要

請
す
る
体
系
的
概
観
に
応
え
る
解
答
と
し
て
、
「
様
式
理
論
」
が
有
し
て

い
る
基
本
的
性
質
の
内
容
を
、
三
点
目
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と

す
る
。(

1
)
宮
〉
×
剛
山
田
国
Z
自
国
阿
戸
町
、
~
〈
』
勺
向
、
司
勾
q
~
〈
C
H
~
〈
同
V
H
阿
川
河
町
内
町
『
h
'

て
同
勾
C
h
町
、
内
町
内
」
~
〈
C
・
(
円
リ
.
国
・
切
開

nr.-唱
吋

3.
∞
・
∞
。
-

以
後
、
分
類
の
際
に
区
分
原
理
と
し
て
機
能
す
る
基
準
の
意
味

に
お
い
て
、
こ
の
用
語
を
用
い
る
。

(
2
)
法
圏
論
一
般
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
五
十
嵐
清
、

「
法
系
論
再
説
」
、
『
比
較
法
学
の
歴
史
と
理
論
』
(
同
著
、
一
粒
社
、

一
九
七
七
)
所
収
、
一
六
二
頁
以
下
。
五
十
嵐
、
「
日
本
法
と
法
系

論
」
、
『
比
較
法
入
門
』
(
同
著
、
第
二
版
〔
改
訂
版
〕
、
日
本
評
論

社
、
一
九
七
二
)
所
収
、
七
七
頁
以
下
。

な
お
、
本
章
に
お
け
る
、
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
/
ノ
ル
ド
/
ヴ
ォ

ル
フ
お
よ
び
ダ
ヴ
ィ
ド
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
の
大
部
分
を
前
記

文
献
の
紹
介
に
拠
っ
て
い
る
。
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-v

・g
・
]
、
法
系
論
上
の
位
置
づ
け
で
は
、
日
本
法
を
「
極
東

(
O
干

忌
B
中。ロ

g
円
)
法
」
の
一
つ
と
し
て
、
若
干
慎
重
に
扱
っ
て
い
る

{広
ogd
司
・
出
・
]
。
そ
れ
ゆ
え
、
野
田
の
批
判
は
、
も
っ
ぱ
ら
ダ
ヴ
イ

ド
の
法
系
論
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

法
の
制
度
的
構
造
と
そ
の
機
能
と
の
聞
で
の
「
ズ
レ
」
を
考
慮
す

る
こ
と
な
く
、
「
西
欧
法
」
と
日
本
法
と
の
親
縁
性
を
過
度
に
強
調

す
る
傾
向
一
般
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
と
解
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
[
野
田
、
前
掲
(
註
お
)
、
一
一
一
l
一
四
頁
参
照
]
。

(
却
)
木
下
毅
、
「
日
本
法
と
外
国
法
一
法
継
受
論

(
1
)
」
、
『
北
大
法

学
論
集
』
第
四
六
巻
二
号
、
一
九
九
五
、
四
一
一
一
一
一
|
四
三
三
頁
参

照…。

(
却
)
野
田
、
書
評
「
K
・
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/

H
・
ケ
ツ
ツ
著
、
大

木
雅
夫
訳
『
比
較
法
概
論
』

(
1
9
7
4
年
)
」
、
『
比
較
法
研
究
』

第
三
七
号
、
一
九
七
五
、
二
二
七
頁
。

(
却
)
同
前
、
二
二
七
頁
。

(
幻
)
大
木
、
「
法
圏
論
に
関
す
る
批
判
的
考
察
」
、
『
上
智
法
学
論
集
』

第
二
三
巻
二
号
、
一
九
八
O
、
二
ハ
頁
以
下
参
照
。

(
お
)
同
前
、
三
八
頁
。

(
お
)
同
前
、
一
六
頁
。

(
斜
)
同
前
、
三
八
頁
。

(
お
)
同
前
、
三
七
頁
。

(
部
)
野
田
、
前
掲
(
註
却
)
、
二
二
六
頁
。

(
幻
)
五
十
嵐
、
「
法
系
論
再
説
」
、
前
掲
(
註
2
)
、

コンスタンテイネスコの比較法理論

七
人
i
七
九
頁
。

(
お
)
担
問
。
冨
開
国
〉

F-
向
。
ミ

E
E『
H
E
E
4司
』
ミ
b
s
n
E
h

コ
問
。
河
円
台
o
z
E自
由

切

g
s
c
E
g
E
q司
S
F
3
8
)七・
3.
宮
本

安
美
訳
、
『
比
較
法
と
社
会
理
論
』
、
慶
応
通
信
、
一
九
七
五
、
一

一
五
頁
を
参
照
(
以
下
、
宮
本
安
美
訳
と
し
て
参
照
)
。

(却
)
5
2
f
司・

3
・
宮
本
安
美
訳
、
一

O
七
頁
。

(刊

)
E
E
F
-
-ゼ・
3
・3
・
同
前
、
一
一
O
l
一
一
一
二
頁
。

(
引
)
ホ
l
ル
が
、
そ
の
批
判
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
る
の
は
、
ア

ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
等
お
よ
び
ダ
ヴ
イ
ド
の
法
系
論
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
は
、
原
著
に
即
し
て
、
「
法
系

(-a色
々

日

B
S
)
」

論
と
い
う
用
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

(
位

)
F
P
F
r
∞吾
5
5
B凶∞・唱

-E・
宮
本
安
美
訳
、
一
O
九
頁
。

(日

)
E
g
f
-
6・ま
ES--
同
前
、
一
一
一
一
頁
。

(叫

)
E
o
s
-
℃
・
唱
叶
・
・
同
』
則
、
一
一
一
一
ー
一
一
一
二
頁
。

こ
こ
で
ホ
l
ル
は
、
「
西
欧
」
、
「
非
西
欧
」
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
、

「
法
系
」
と
い
う
言
葉
は
、
比
較
研
究
の
た
め
の
社
会
学
的
・
法

学
的
デ
ー
タ
を
支
え
う
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

(
品
)
こ
の
点
は
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
既
存
の
法
圏
論
に

対
す
る
次
の
よ
う
な
批
判
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
こ

れ
ら
の
著
者
た
ち
(
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
/
ノ
ル
ド
/
ヴ
ォ
ル
フ
|

筆
者
)
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
種
々
の
法
秩
序
を
探
究
し
て

分
類
す
る
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
我
々
に
ほ
と
ん
ど
ほ
の

め
か
し
て
も
い
な
い
」
。
司
君
目
。
巴
旬
、
穴
。
4
N
-
回
門
戸
∞

-S-
大
木

雅
夫
訳
、
「
原
論
』
上
巻
、
二
O
頁
]
。
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(品
)

N
項
目
。
E
N
d
民
肖
N-

∞E-
∞
-
豆
時
・
大
木
雅
夫
訳
、
『
原
論
』

上

巻

、

二

六
l
二
七
頁
。

(灯

)
E
n
s・-ω
・3'
同
前
、
一
一
五
頁
。

(必

)
E
g
y
∞・

3
・
同
前
、
一
一
五
頁
。

第
三
章

「
様
式
理
論
」
と
の
対
比
に
み
る

的
要
素
」
の
性
質

「
規
定

第
一
節

「
様
式
理
論
」
に
お
け
る
「
法
様
式
」
へ
の
ア
プ
ロ

l

チ

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
は
、
自
ら
の
「
様
式
理
論
」
を
展
開
す
る

に
先
立
ち
、
既
存
の
法
圏
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
批
判
を
な
す
。
「
諸

法
圏
を
認
識
し
た
り
、
各
国
法
秩
序
を
そ
の
よ
う
な
法
圏
に
組
入
れ
た
り

す
る
た
め
の
分
類
基
準
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
従
来
の
試
み
は
、
そ
れ
ら

の
一
元
性
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
が
主
に
単
一
の
分
類
基
準
の

み
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
説
得
力
を
有
し
な
い
」
。
彼

等
は
、
ダ
ヴ
ィ
ド
が
当
初
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
を
優
先
さ
せ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ダ
ヴ
ィ
ド
の
基
準
も
ま
た
同
様
に
二
冗
性
を
脱
し

て
い
な
い
と
批
判
し
、
「
大
陸
法
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
よ
う
な
き
わ
め
て

多
様
な
相
貌
を
備
え
た
構
築
物
は
、
た
だ
そ
れ
ら
の
正
義
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
、
と
も
に
社
会
主
義
的
諸
体
系
の
そ
れ
と
は
別
物
だ
と
い
う
理
由

(
l
)
 

だ
け
で
、
一
つ
の
器
に
投
げ
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
批
判
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」

に
よ
っ
て
は
網
羅
し
え
な
い
法
的
側
面
が
、
な
お
明
白
に
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
法
圏
分
類
は
実
現
し
え
な
い
と
い

う
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
強
固
な
確
信
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」

が
有
し
て
い
る
射
程
の
限
界
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る

の
か
、
こ
の
点
を
以
下
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

北j去53(1・158)158

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
つ
い
て
、
ま

ず
次
の
よ
う
な
評
価
を
な
す
。
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
ま
た
、
政
治
的
・
経

済
的
教
条
の
意
味
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
法
を
特
徴
づ
け
る
宗
教
の
意
味

に
お
い
て
、
様
式
形
成
的
な
要
因
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
、
宗

教
法
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
社
会
主
義
法
体
系
で
も
あ
る
」
。
さ
ら
に
次

の
よ
う
に
も
い
う
、
「
お
そ
ら
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
宗
教
法
秩
序
や
社

会
主
義
法
秩
序
に
関
す
る
限
り
、
十
分
な
識
別
力

(E宮
田
町
宮
E
E
m回目

町
島
)
を
有
し
て
い
る
が
、
西
洋
世
界
の
法
族
問
の
識
別
の
た
め
に
は
役

(2) 

立
た
な
い
」
と
。
こ
れ
ら
の
指
摘
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
対
象
と
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さ
れ
る
の
が
、
「
宗
教
法
秩
序
」
で
あ
る
の
か
「
社
会
主
義
法
秩
序
」
で

あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
西
洋
諸
国
の
法
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
「
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
の
有
効
性
は
、
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
等
は
、
(
宗
教
法
と
し
て
の
)
「
イ
ス
ラ
l
ム
法
」
と
西
洋
法
秩
序
と

の
対
比
に
お
い
て
、
「
イ
ス
ラ
l
ム
法
」
が
、
啓
示
さ
れ
た
神
の
意
思
と

い
う
点
に
、
そ
の
唯
一
の
妥
当
性
根
拠
を
認
め
て
お
り
、
何
ら
か
の
地
上

に
お
け
る
法
創
造
者

(
m
R
F
Z
2
z
s
p円
)
の
権
威
に
基
礎
を
置
か
ず
、

そ
れ
ゆ
え
原
則
的
に
不
変
的

(E宅
包
含
g
R
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

西
洋
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
「
法
は
立
法
部
、
裁
判
官
、
お
よ
び
法
創
造

に
関
与
す
る
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
諸
力
に
よ
っ
て
、
可
変
的
な
諸
要

求
に
適
合
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
が
内
容
的
に
変
化
し
て

(3) 

い
く
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
こ
こ
に
合
意
さ
れ

て
い
る
の
は
、
法
秩
序
に
異
同
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
あ
る
特
定
の

要
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
秩
序
に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響
力
に
濃
淡
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
ス
ラ
l
ム
法
」
に
お
い
て
は
、

相
対
的
に
み
て
、
「
宗
教
」
が
法
秩
序
全
般
に
強
固
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

(4) 

お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
(
法
を
特
徴
づ
け
る
宗
教
の
意
味
に
お
け
る
)
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
」
は
、
「
イ
ス
ラ
l
ム
法
」
の
多
様
な
側
面
を
網
羅
的
に
観

察
可
能
な
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
洋
法
秩
序
を
観
察
す
る
際

に
、
こ
の
視
点
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
強
く
影
響
を
及
ほ
さ
れ
て
い
る
、
多
く
の
法
的
側

面
が
見
逃
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
は
、
ダ
ヴ
ィ
ド
が
後
に
、
「
法

概
念
、
法
的
用
語
法
、
法
的
思
考
方
法
ま
た
は
法
源
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
や

そ
の
解
釈
」
等
に
お
け
る
各
法
秩
序
聞
の
異
同
を
見
極
め
る
も
の
と
し
て

の
「
法
技
術
的
視
点
」
を
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
と
並
ぶ
価
値
を

(5) 

有
す
る
も
の
と
し
て
並
列
的
に
位
置
づ
け
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
前

記
に
み
ら
れ
る
「
法
技
術
的
視
点
」
へ
の
評
価
と
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ

ツ
自
身
が
列
挙
す
る
「
様
式
構
成
要
素
」
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、

①
法
秩
序
の
歴
史
的
な
由
来
と
発
展
、
②
そ
の
法
秩
序
に
お
け
る
支
配
的

な
、
特
殊
な
法
的
思
考
方
法
、
③
特
に
特
徴
的
な
法
制
度
、
④
法
源
の
性

質
と
そ
の
解
釈
、
⑤
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
要
因
の
う
ち
、
②
と
④
は
、
ダ

ヴ
ィ
ド
の
「
法
技
術
的
視
点
」
が
網
羅
し
う
る
問
題
領
域
を
ほ
ぼ
具
体
化

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
様
式

理
論
」
は
、
ダ
ヴ
ィ
ド
の
「
法
技
術
的
視
点
」
お
よ
び
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
視
点
」
を
基
本
的
に
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
視
点
に
よ
っ
て

は
、
な
お
網
羅
し
え
な
い
領
域
と
し
て
、
「
法
秩
序
の
歴
史
的
な
由
来
と

発
展
」
と
「
特
に
特
徴
的
な
法
制
度
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
法
圏
論

の
要
請
す
る
「
概
観
」
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る。
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こ
こ
で
、
次
の
問
題
を
提
起
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
前
章
に
お
い
て
、
ラ

イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
に
よ
る
ダ
ヴ
ィ
ド
批
判
の
な
か
で
若
干
触
れ
た
よ
う

に
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
、
「
法
技
術
的
視
点
」
、
さ
ら
に
は
「
法
秩

序
の
歴
史
的
な
由
来
と
発
展
」
、
「
特
に
特
徴
的
な
法
制
度
」
等
の
問
題
領

域
を
網
羅
的
に
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
個
々
の
諸
命
題

は
、
果
た
し
て
一
つ
の
分
類
体
系
を
成
立
さ
せ
る
区
分
原
理
と
し
て
総
合

さ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
様
式
理
論
」
に
お
い
て
、

い
か
に
し
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
比
喰
的
に

換
言
す
る
な
ら
ば
、
仮
に
二
つ
の
法
を
多
元
的
に
概
観
し
比
較
し
た
場
合
、

そ
れ
ら
が
双
方
「
法
観
念
」
に
お
い
て
は
似
通
っ
て
い
る
が
、
「
法
の
実

質
的
内
容
」
に
お
い
て
は
相
互
に
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
つ

の
命
題
が
導
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
法
観
念
」
に
基
づ

け
ば
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
は
一
括
り
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
「
法
の
実

質
的
内
容
」
に
基
づ
け
ば
、
別
個
の
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
同
時
に
ま
た
、
こ
れ
ら
各
々
の
分
類
体
系
は
、
一
つ
の
分
類
体
系
に

矛
盾
な
く
包
括
さ
れ
う
る
も
の
で
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
記
の

二
つ
の
命
題
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
分
類
体
系
は
、
成
立
し
え
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
「
様
式
構
成
要
素
」
が
、
「
法
様
式
」
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
網
羅
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
領
域
で
あ
り
、
「
法
様
式
」
に
よ
っ

て
諸
法
秩
序
間
の
異
同
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
「
様
式
構
成
要
素
」
は
、
各
々
い
か
に
し
て
「
法
様
式
」

合
可
能
な
問
題
領
域
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ

る
五
つ
の
問
題
領
域
は
、
「
様
式
構
成
要
素
」
と
し
て
「
法
様
式
」
と
概

念
上
は
強
固
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
方
法
論
上
は
、
さ
ほ
ど
厳
格

か
つ
厳
密
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト

/
ケ
ツ
ツ
は
い
う
、
「
こ
れ
ら
の
様
式
形
成
的
な
諸
要
因
は
、
諸
法
圏
そ

の
も
の
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
識
別
力
の
相
対
的
な
重
み
に
応

(
6
)
 

じ
て
、
個
々
の
法
秩
序
の
あ
る
法
圏
へ
の
組
入
れ
を
決
定
す
る
」
と
。
ま

た
、
こ
の
「
相
対
的
な
重
み
」
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
見
ら

れ
る
。
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
「
法
様
式
」
を
把
握
す
る
際
に
、

諸
法
秩
序
聞
の
き
わ
め
て
微
細
な
相
違
が
す
べ
て
「
様
式
構
成
要
素
」
と

み
な
さ
れ
う
る
の
で
は
な
く
、
「
重
要
」
あ
る
い
は
「
本
質
的
」
な
栢
違

な
い
し
独
自
性
が
の
み
が
、
様
式
形
成
的
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
「
何
が
『
重

要
」
で
『
本
質
的
』
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
決
し
て
異
議
な
く
証
明
さ

れ
う
る
」
も
の
で
は
な
く
「
必
要
な
様
式
の
数
が
い
く
つ
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
個
々
の
様
式
が
い
か
に
決
定
さ
れ
る
か
は
、
常
に
広
汎
に
研
究
者
の
判

(7) 

断
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
」
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
「
様
式
理
論
」
は
、
法
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
際
に
は
、
可

能
な
限
り
多
様
な
問
題
領
域
を
射
程
に
入
れ
る
こ
と
を
強
固
に
要
求
し
て

へ
と
総
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は
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
た
命
題
が
、
い
か
に
選
択
さ
れ
、

あ
る
い
は
組
み
合
わ
さ
れ
て
「
法
様
式
」
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

一
義
的
な
解
答
を
な
す
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
む
し
ろ
前
述
の
五
つ
の

問
題
領
域
が
す
べ
て
、
「
法
様
式
」
と
い
う
命
題
の
も
と
に
網
羅
さ
れ
る

(
8
)
 

こ
と
ま
で
は
、
求
め
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
様
式

理
論
」
は
、
法
圏
論
の
要
請
す
る
体
系
的
概
観
に
応
え
る
べ
く
、
「
法
秩

序
は
一
定
の
様
式
を
有
す
る
」
と
い
う
命
題
を
提
起
し
、
当
該
命
題
の
立

証
の
た
め
に
網
羅
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
領
域
を
「
様
式
構
成
要
素
」

と
し
て
列
挙
す
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
が
経
験
的
に
立
証
さ
れ
た
段
階
で
は
、

個
々
の
諸
命
題
が
合
目
的
的
に
取
捨
選
択
さ
れ
う
る
と
い
う
、
い
わ
ば
包

括
と
多
様
化
の
二
つ
の
指
向
を
並
存
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
し
う
る
で

あ
ろ
う
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
網
羅
的
な
射
程
を
有
す
る
視
座
が
向
け
ら
れ
て
い

る
、
法
の
多
側
面
に
わ
た
る
問
題
領
域
が
、
最
終
的
に
は
総
合
可
能
な
も

の
と
し
て
予
期
さ
れ
う
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
「
様
式
理
論
」
は
、
む
し

ろ
か
な
り
悲
観
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
そ
れ

を
顕
著
に
表
し
て
い
る
の
が
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
が
提
起
す
る
、

「
事
項
関
係
的
相
対
性
原
理
(
。

E
E
Z
R
色
町
『
自
民
包

smNags
嗣

N
O
S

-
邑
岳
民
)
」
の
問
題
で
あ
る
。

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
法
圏
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
比
較
私
法
学

者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
理
論
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
、
す

べ
て
の
法
が
も
っ
ぱ
ら
私
法
か
ら
成
り
立
っ
て
で
も
い
る
か
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、
「
実
際
、
こ
の
よ
う
な
分
類
が
、
せ
い
ぜ
い
相
対
的

な
正
し
さ
し
か
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
確
に
認
識
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
も
そ
の
う
え
で
、
仮
に
そ
の
対
象
領

域
を
公
法
に
ま
で
拡
大
し
た
と
し
て
も
、
同
一
の
法
秩
序
に
お
い
て
、
私

法
は
あ
る
法
圏
に
、
そ
し
て
、
憲
法
は
別
の
法
圏
に
組
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
に

よ
れ
ば
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
民
法
は
、
確
実
に
ド
イ
ツ
法
圏
(
色
g
z
n
F
R

閉
山

m
n
z
z
r
H
g
)
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
う
る
と
し
て
も
、
国
法
に
つ
い
て
は
、

比
較
憲
法
上
、
諸
法
体
系
の
法
圏
を
形
成
し
て
も
よ
い
と
目
さ
れ
る
「
様

式
形
成
的
な
力

(
2
5
E
m
E
m
F島
)
」
は
、
憲
法
裁
判
所
の
存
否
と
い

う
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
合
衆
国
、
イ
タ

リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
は
、
同
一
の
法
圏
に
組
入
れ
ら
れ
る
一
方
で
、
イ
ギ

リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
れ
に
組
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う

(9) 

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
に
お
い
て
は
、
仮
に
法
圏
論
の
対
象
と
す
る
問

題
領
域
を
、
法
の
制
度
的
構
造
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
見
出
さ

れ
る
諸
命
題
が
一
つ
の
区
分
原
理
、
す
な
わ
ち
「
法
様
式
」
と
い
う
命
題

へ
と
包
括
さ
れ
え
な
い
こ
と
の
可
能
性
が
、
む
し
ろ
強
調
さ
れ
て
い
る
と
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さ
ら
に
彼
等
は
、
「
ア
ラ
ブ
諸
国
の
家
族
法
や
相
続
法
は
、
明
確
に
イ

ス
ラ
l
ム
法
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
の
家
族
法
や
相
続
法
は
、
明
確
に
ヒ
ン

ド
ゥ

l
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
反
面
で
、
こ
れ
ら
の
国
々

の
財
産
法
は
、
「
イ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
っ
て
、
多

数
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
場
合
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
」
広
汎
に
影
響
が

及
ほ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
法
だ
け
を
眼
中
に
置
く
場
合
で
す
ら
、

(
叩
)

「
事
項
関
係
的
相
対
性
原
理
」
と
「
同
様
の
現
象
に
つ
き
あ
た
る
」
と
い

う
。
と
り
わ
け
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
「
『
混
血
』
法
体
系

C
S
E
m
w
z

monzgm可
回
目
。

B
n
)
」
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
法
体
系
を
あ
る
特

定
の
法
閣
に
組
入
れ
る
際
に
は
、
限
定
さ
れ
た
事
項
(
例
え
ば
家
族
法
や

(
日
)

相
続
法
等
)
を
目
指
し
て
い
る
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
様
式
理
論
」
は
、
法
の
制
度
的
側
面
に
お
い
て
、
包

括
的
図
式
化
を
許
容
し
な
い
、
む
し
ろ
適
切
に
細
分
化
す
べ
き
問
題
領
域

が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
見
解

は
、
「
あ
る
国
の
法
律
全
体
、
も
し
く
は
そ
の
国
の
法
律
の
一
部
門
全
体

が
、
総
体
に
お
い
て
比
較
研
究
の
基
礎
と
さ
れ
う
る
と
い
う
仮
説
」
に
対

し
て
、
ホ
ー
ル
が
表
明
し
た
懸
念
に
、
む
し
ろ
接
近
し
て
い
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
、
問
題
領
域
の
細
分
化
と
い
う
要
請
は
、

法
の
制
度
的
構
造
の
み
な
ら
ず
、
「
法
観
念
」
な
い
し
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

と
い
う
側
面
に
お
い
て
も
な
お
、
同
様
に
指
摘
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
思

(ロ)

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
西
欧
世
界
に
お
け

る
法
文
化
の
包
括
的
図
式
化
を
可
能
に
す
る
命
題
と
し
て
、
「
権
利
の
た

め
の
闘
争
(
関
自

6
2呂田
m
R
Z
)
」
に
高
い
信
頼
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
が
、

比
較
法
的
・
社
会
学
的
研
究
が
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
法
観
念
」
に
関
す
る
諸
問
題
の
多
く
は
、
い
ま
だ
「
予
感
」
な

(
日
)

い
し
「
推
測
」
の
域
を
出
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
点
を
突

き
詰
め
て
い
く
な
ら
ば
、
ホ
ー
ル
の
主
張
す
る
ご
と
く
、
諸
法
秩
序
を
そ

の
統
一
体
に
お
い
て
把
握
し
、
そ
れ
ら
が
包
括
的
に
図
式
化
さ
れ
る
こ
と

を
要
請
す
る
「
法
圏
」
な
い
し
「
法
系
」
と
い
う
概
念
は
、
(
そ
れ
が
実

証
的
デ
l
タ
に
よ
っ
て
明
確
に
基
礎
づ
け
ら
れ
う
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
)
厳
密
に
は
、
放
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
に
帰
着
す
る
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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こ
こ
で
最
後
に
、
「
様
式
理
論
」
は
、
何
故
こ
う
し
た
一
見
相
矛
盾
す

る
諸
見
解
を
並
存
さ
せ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
圏
論

の
要
請
す
る
課
題
へ
の
解
答
と
し
て
、
当
該
理
論
が
有
し
て
い
る
性
質
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
再
度
、
「
様
式
理
論
」
に
お
け
る
矛
盾

と
解
し
う
る
点
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
次
の
二
点
と
な
る
。
ま
ず

一
つ
は
、
「
法
様
式
」
を
構
成
す
る
経
験
的
に
実
証
さ
れ
た
諸
命
題
が
、

い
か
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
か
は
個
々
の
分
類
者
の
判
断
に
大
幅
に
委
ね
ら

れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
ダ
ヴ
ィ
ド
の
視
座
の
一
元
性
へ
の
批
判
、
「
法
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様
式
」
を
把
握
す
る
た
め
に
は
多
様
な
法
の
側
面
に
生
起
す
る
諸
問
題
を

よ
り
幅
広
く
視
野
に
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
批
判
が
成
立
し
え

た
の
か
。
す
な
わ
ち
、
何
故
か
よ
う
に
、
問
題
領
域
の
包
括
の
要
求
と
合

目
的
的
個
別
化
の
許
容
が
並
存
し
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
二

点
目
と
し
て
は
、
「
法
箇
」
と
い
う
包
括
的
図
式
化
が
な
さ
れ
う
る
こ
と

に
、
む
し
ろ
強
い
懸
念
を
表
明
し
し
つ
つ
、
何
故
こ
う
し
た
分
類
体
系
を

な
お
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
を
矛
盾
な
く
並
存
可
能
と
す
る
も
の
と
し
て
、
ツ
ヴ
ア

イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
、
次
の
指
摘
が
注
目
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
彼
等
は

い
う
、
「
我
々
は
、
(
中
略
)
比
較
法
学
者
と
し
て
の
我
々
自
身
の
|
常
に

断
片
的
な
|
経
験
か
ら
、
い
か
な
る
諸
要
因
が
、
そ
れ
ら
の
同
時
的
作
用

を
通
じ
て
、
諸
法
秩
序
の
各
グ
ル
ー
プ
全
体
の
様
式
を
決
定
し
て
い
る
の

(
H
H
)
 

か
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
こ
の
よ

う
な
種
々
の
様
式
は
、
長
期
に
わ
た
る
国
際
的
共
同
研
究
に
よ
っ
て
の
み
、

(
日
)

適
切
に
解
明
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
」
と
も
い
う
。
こ
れ
ら
の
指
摘
が
、

合
意
し
て
い
る
重
要
な
点
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
法
様
式
」
が
、
法
圏
分
類
と
い
う
包
括
的
な
図
式
化
を
支
え
る
命

題
と
し
て
総
合
的
に
把
握
さ
れ
う
る
か
否
か
は
、
な
お
経
験
的
実
証
の
蓄

積
に
よ
る
以
外
答
え
え
な
い
と
、
彼
等
は
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
等
は
、
法
圏
分
類
を
志
し
て
法
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
際
に
、
そ
の
視
座
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
の

で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
ゆ
え
、
「
法
様
式
」
と
い
う
概
念
に
お
い
て
も
、

一
定
の
自
由
度
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
「
合
目
的

性
」
と
い
う
前
提
の
介
在
し
う
る
余
地
が
、
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え

ト
で
つ
。
す
な
わ
ち
、
「
様
式
理
論
」
は
、
法
圏
論
の
要
請
す
る
「
理
論
的
な
整

(
凶
)

序
の
課
題
」
に
つ
い
て
、
こ
の
課
題
は
厳
格
に
国
執
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

も
放
棄
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
、
こ
れ
が
実
現
可
能
か
否
か
は
現
段

階
で
は
解
答
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
保
留
的
に
維
持
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
が
、
「
様

式
理
論
」
の
基
本
的
性
質
と
し
て
、
当
該
理
論
全
般
に
作
用
し
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
先
に
検
討
し
た
諸
見
解
を
矛
盾
な
く
並
存
さ
せ
て
い
る
と
結
論

づ
け
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
、
保
留
的
に
で
は
あ
っ
て
も
、
前
記
の
課
題
な
い
し
法

圏
と
い
う
包
括
的
図
式
化
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の

点
仁
関
し
て
は
、
次
の
見
解
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ツ
ヴ
7
イ

ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
い
う
、
「
(
中
略
)
比
較
法
学
者
は
、
母
法
秩
序

(玄
E
5
5
E
Eロ
加
)
を
徹
底
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
満
足
し
う
る
。
彼

は
、
娘
法
秩
序
(
司
。
n
Z
8
8三口

gm)
に
手
を
つ
け
な
い
で
い
て
も
よ
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
実
情
は
き
わ
め
て
多
種
多
様
で
あ
り
、
い
ま
立
て
た

北法53(1・163)163



研究ノート

命
題
は
、
比
較
法
方
法
論
の
確
固
た
る
結
論
で
あ
る
よ
り
も
、
か
な
り
の

(
口
)

程
度
ま
で
は
む
し
ろ
作
業
仮
説
で
あ
る
」
と
。
す
な
わ
ち
こ
の
見
解
に
お

い
て
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
「
理
論
的
な
整
序
の
課
題
」
が
実
現
不

可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
法
圏
論
と
い
う
包
括
的
図
式
化
を
維
持
す
る
こ

と
に
は
、
比
較
法
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
素
材
を
選
択
す
る
う
え
で

の
補
助
的
手
段
と
し
て
、
な
お
一
定
の
価
値
が
あ
る
と
彼
等
が
解
し
て
い

る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
彼
等
は
、
法
圏

分
類
は
、
「
当
初
に
お
い
て
は
も
つ
れ
て
い
る
錯
綜
し
た
法
秩
序
を
緩
や

か
に
秩
序
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
初
心
者
に
有
益
な
援
助
を
与
え
る
」
も

の
で
あ
り
、
「
練
達
の
比
較
法
学
者
は
、
程
な
く
し
て
も
は
や
こ
の
補
助

(
同
国
)

手
段
を
必
要
と
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
「
様

式
理
論
」
に
お
け
る
、
二
つ
目
の
基
本
的
性
質
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
当
該
理
論
は
、
「
法
様
式
」
の
解
明
と
そ
れ
に
基
づ
く
諸

法
秩
序
の
体
系
的
整
序
と
い
う
法
圏
論
の
科
学
と
し
て
の
意
義
よ
り
も
、

む
し
ろ
法
圏
論
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
実
用
的
な
意
義
の
ゆ
え
に
、
法

閤
論
の
存
在
価
値
は
確
認
し
う
る
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
以
上
の
二
つ
の
基
本
的
性
質
が
、
後
に
「
様
式
理
論
」
が
「
合
目

的
性
」
の
前
提
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
す
に
至
っ
た
こ
と
の
背
景
を
な
し

て
い
る
と
結
論
づ
け
う
る
で
あ
ろ
う
。

第

節

「
法
秩
序
の
構
造
」
と
「
規
定
的
要
素
」
と
の
理
論

的
連
結
点
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前
節
の
検
討
に
よ
り
、
「
様
式
理
論
」
に
お
い
て
指
摘
し
う
る
の
は
、

法
圏
論
に
お
け
る
基
準
と
し
て
の
「
様
式
構
成
要
素
」
は
、
そ
の
妥
当
性

が
判
断
さ
れ
る
際
に
、
二
つ
の
評
価
前
提
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
法
圏
論
の
要
請
す
る
概
観
に
応
え
る
べ
く

提
起
さ
れ
た
、
「
個
々
の
法
秩
序
は
一
定
の
様
式
を
有
す
る
」
と
の
命
題

を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
の
基
準
と
い
う
前
提
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
比
較
法
研
究
に
お
け
る
仮
設
的
補
助
手
段
と
し
て
法
圏
論

を
有
効
に
成
立
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
の
基
準
と
い
う
前
提
で
あ
る
。

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
前
者
の
前
提
か
ら
、
一
元
的
基
準
の

批
判
、
と
り
わ
け
、
ダ
ヴ
ィ
ド
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
視
点
」
が
有
す
る

射
程
の
限
界
へ
の
批
判
的
評
価
に
基
づ
き
、
法
圏
論
に
お
け
る
多
元
的
基

準
の
具
体
化
を
試
み
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
多
元
的
視
座
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
る
個
々
の
法
的
要
素
が
「
様
式
構
成
要
素
」
と
し
て
、

い
か
に
「
法
様
式
」
に
縮
減
さ
れ
る
の
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
「
他
の

体
系
出
身
の
比
較
法
学
者
の
も
と
で
驚
異
の
水
銀
柱
が
高
い
程
度
に
達
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
こ
の
独
自
性
の
『
重
大
さ
」
に
関
す
る
徴
惣
な
の
で

(
印
)

あ
る
」
と
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
。
前
節
に
お
い
て
検
討
し
た
ご
と
く
、
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こ
う
し
た
、
究
明
さ
る
べ
き
法
秩
序
の
異
同
に
つ
い
て
何
が
重
要
で
本
質

的
か
は
、
一
義
的
に
は
証
明
し
え
な
い
と
の
判
断
の
根
拠
を
な
し
て
い
る

の
は
、
「
法
様
式
」
は
、
「
常
に
断
片
的
な
」
経
験
に
基
づ
い
て
の
み
限
定

的
に
解
明
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
仮
に
経
験
的
実
証
の
幅
が
充

分
に
拡
大
さ
れ
う
る
と
想
定
す
る
と
し
て
も
、
「
事
項
関
係
的
相
対
性
原

理
」
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
秩
序
を
そ
の
総
体
に
お
い
て
比
較
研
究
の

基
礎
と
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
多
一
様
な
問
題
領
域
を
包
括
的
に
横
断
し
う

る
よ
う
な
「
法
様
式
」
と
い
う
命
題
を
措
定
す
る
こ
と
に
は
、
そ
の
理
論

的
前
提
に
お
い
て
既
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
法

様
式
」
の
科
学
的
解
明
と
い
う
前
提
が
は
ら
む
理
論
面
・
実
証
面
双
方
に

お
け
る
問
題
性
を
克
服
不
可
能
な
限
界
と
し
て
承
認
し
て
な
お
、
法
圏
論

は
、
特
定
の
実
用
目
的
に
資
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
う
る
と
い
う
か
た

ち
で
、
法
圏
論
の
意
義
な
い
し
は
価
値
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

法
圏
分
類
に
お
け
る
基
準
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
、
「
様
式
理
論
」

が
二
つ
目
の
評
価
前
提
を
必
要
と
し
た
理
由
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
個
々
の
「
様
式
構
成
要
素
」
の
本
質
的
重
要
性
は
、
「
法
様
式
」

と
い
う
命
題
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
決
定
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、

各
々
の
分
類
者
が
法
圏
論
に
固
有
に
付
与
す
る
分
類
目
的
と
の
関
連
に
お

い
て
補
完
さ
れ
、
明
確
に
決
{
疋
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
『
法
比
較
」
第
一
巻

マ
ク
ロ
比
較
の
目
的
は
、
「
理
論
的
、
科
学
的
な
性
質
」
を

(
初
)

有
す
る
の
み
で
あ
る
と
し
、
同
時
に
ま
た
、
本
稿
第
一
章
に
お
い
て
検
討

し
た
よ
う
に
、
法
圏
論
を
諸
法
秩
序
の
「
形
態
学
的
特
性

(
B
O号

Z
Z
'

(
幻
)

沼
田
宮
町
内
F
民
共
同
包
由
民
宮
)
」
の
科
学
的
解
明
に
基
づ
く
体
系
的
結
実
と
み
な

す
。
さ
ら
に
、
『
法
比
較
』
第
三
巻
に
先
立
ち
、
そ
の
抜
粋
と
し
て
公
に

(
勾
)

さ
れ
た
、
「
様
式
理
論
」
へ
の
批
判
的
検
討
の
な
か
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ

ネ
ス
コ
は
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
の
前
記
の
諸
見
解
に
対
し
て
、

法
圏
論
に
お
け
る
基
準
は
何
か
と
の
聞
い
に
何
ら
解
答
を
与
え
て
い
な
い

と
批
判
し
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ッ
ツ
自
身
が
、
自
ら
の
「
様
式
理
論
」

(
幻
)

に
信
頼
を
置
い
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
に
お
い

て
は
、
法
秩
序
を
総
体
に
お
い
て
比
較
研
究
の
基
礎
と
な
し
、
そ
の
「
形

態
学
的
特
性
」
を
科
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
前
提

は
、
厳
格
に
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ

ス
コ
の
立
場
が
一
不
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
に
お
い

て
、
法
秩
序
の
包
括
的
分
類
体
系
と
し
て
の
法
函
論
が
は
ら
む
問
題
性
に

対
し
て
、
「
様
式
理
論
」
が
採
用
す
る
態
度
と
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」

と
の
、
顕
著
な
相
違
点
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
法
圏
分
類
に
お
け
る
基
準
と
し
て
の
「
規
定
的
要
素
」

の
妥
当
性
は
、
法
秩
序
の
マ
ク
ロ
な
「
形
態
学
的
特
性
」
と
し
て
の
「
法

秩
序
の
構
造
」
を
解
明
し
、
そ
の
類
型
学
的
認
識
を
可
能
と
す
る
指
標
で

に
お
い
て
、

北法530-165)165 



研究ノート

あ
る
が
ゆ
え
に
、
諸
法
秩
序
を
法
圏
へ
と
分
類
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
、

と
い
う
前
提
か
ら
の
み
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
実
用
目
的
に

照
ら
し
て
特
定
の
法
的
要
素
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
い
う

前
提
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
が
補
完
的
に
明
確
化
さ
れ
る
余
地
は
、
「
規
定

的
要
素
の
理
論
」
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
以
下

に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
が
「
規
定
的
要
素
」
と
し
て
挙
げ
る
諸
基

準
を
列
挙
し
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
彼
が
付
与
し
て
い
る
基
本
的
性
格
を
み

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
が
、
「
規
定
的
要
素
」
と
し
て
提
示
す
る
の

(μ) 

は
次
の
九
項
目
で
あ
る
。
①
法
の
観
念
(
〉
E同
g
E
S
S
E
m
R
Z
)
と
法

の
役
割
(
列
。
巴
ORHgmmnva)
、
②
公
式
も
し
く
は
非
公
式
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
あ
る
い
は
教
条

(
0
2
5ロ
)
、
③
社
会
的
所
与

(
E
E恥
)
と
法
的

構
成

(
8
5
5
5
の
関
係
、
④
各
々
の
法
秩
序
の
経
済
組
織
、
⑤
国
家

の
観
念
と
国
家
の
役
割
高
。
ロ
N

宝
5
ロ
Z
E
m
c
-
-
z
g
慰
霊
町
田
)
、
⑥
市
民

の
基
本
権
(
。
E
E仏円
相

nvBZR日
常
国
片
岡
叫
明
白
司
)
、
⑦
諸
法
源
と
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
l
、
③
法
律
や
法
の
解
釈
(
。

m
E
N
g
B
E
a
m
R
Z
S
E
a
E加
)
お
よ

び
そ
の
解
釈
に
お
け
る
裁
判
官
の
地
位
や
役
割
、
⑨
法
的
諸
概
念
お
よ
び

基
本
的
な
法
的
範
鴎

(mmmg宮
間
正
叫
白

g
a
m
aロ
a
m
m
g島町

mmnzz' 

宮
内
向
向
。
母
国
)
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
「
規
定
的
要
素
」
は
、
「
個
々
の
法
秩

序
に
、
そ
れ
特
有
の
個
性
を
付
与
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
諸
法
秩
序
を
規
定

し
、
同
時
に
そ
れ
ら
法
秩
序
の
基
礎
構
造
を
決
定
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
こ

れ
ら
基
礎
構
造
を
条
件
づ
け
、
同
時
に
個
々
の
法
秩
序
固
有
の
輪
郭
お
よ

(
お
)

び
特
殊
な
形
態
を
も
条
件
づ
け
る
」
と
す
る
。

前
記
の
説
明
の
中
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ

が
、
法
圏
論
に
お
い
て
基
準
と
し
て
機
能
し
う
る
法
的
要
素
に
つ
い
て
、

「
法
秩
序
の
基
礎
構
造
」
を
条
件
づ
け
、
そ
れ
を
決
定
す
る
作
用
を
有
す

る
要
素
と
い
う
属
性
を
明
確
に
求
め
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点

が
、
「
法
様
式
」
を
も
っ
て
法
秩
序
の
「
特
異
性
」
の
「
全
総
体
」
と
し

つ
つ
、
個
々
の
特
異
性
の
本
質
的
重
要
性
は
、
一
義
的
に
は
証
明
し
え
な

い
と
す
る
「
様
式
理
論
」
と
の
顕
著
な
対
照
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
に
よ
る
「
様
式
理
論
」
批
判
に
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お
い
て
も
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
提
起
し
た
個
々
の
「
様
式
構

成
要
素
」
へ
の
批
判
的
分
析
は
、
主
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
、
「
規
定
的
」

と
い
う
属
性
に
照
ら
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
「
様
式
理
論
」
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ

る
「
特
殊
な
法
的
思
考
方
法
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
、
そ
の
時
々
の
法

圏
に
お
い
て
支
配
的
な
法
の
観
念
お
よ
び
法
の
役
割
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

(
お
)

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
留
保
条
件
が
必
要
で
あ
り
、
「
特
に
特
徴
的
な

法
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
「
法
秩
序
を
実
際
に
特
徴
づ
け
る
要
素
と
い
う

も
の
は
、
何
ら
か
の
法
制
度
が
単
に
根
源
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
」



具
体
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
「
代
替
可
能
要
素
」
で
あ
る

(
幻
)

場
合
に
は
分
類
基
準
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
な
い
、
と
の
評
価
を
な

す
の
で
あ
る
。

コンスタンテイネスコの比較法理論

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
に
お
け
る
、
「
法
秩
序
の

構
造
」
と
の
関
連
で
の
「
規
定
的
要
素
」
の
性
格
的
位
置
づ
け
を
検
討
す

る
際
の
問
題
意
識
と
し
て
、
次
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
何
故
、
法
秩
序
全
体
を
対
象
と
し
、
そ
の
様
式
な
い
し
は
構
造
を

究
明
す
る
と
い
う
理
論
的
前
提
は
、
こ
れ
を
追
究
す
る
際
に
依
拠
さ
れ
る

諸
指
標
に
「
規
定
的
」
と
い
う
属
性
を
一
義
的
に
要
請
し
て
い
る
と
の
結

論
を
導
き
う
る
の
か
、
こ
の
点
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
、
不
ス
コ
は
、
い
か
に

説
明
し
明
確
化
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
検
討

に
先
立
ち
、
「
規
定
的
要
素
」
が
有
す
る
属
性
の
具
体
的
意
味
内
容
を
『
法

比
較
』
第
一
巻
に
お
け
る
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
説
明
の
な
か
に

先
ず
探
る
こ
と
に
す
る
。

『
法
比
較
』
第
一
巻
に
お
い
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
「
法
秩

序
の
構
造
」
に
つ
い
て
、
原
子
の
構
造
の
比
険
を
も
っ
て
次
の
よ
う
な
説

明
を
な
す
。
「
私
の
考
え
で
は
、
法
秩
序
の
構
造
は
、
核
を
包
み
込
む
一

種
の
雲
で
あ
る
電
子
の
幕
に
包
ま
れ
た
、
一
つ
の
核
か
ら
成
る
原
子
の
構

造
に
喰
え
ら
れ
る
。
原
子
は
、
惑
星
系
に
喰
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
核

は
、
中
心
の
太
陽
で
あ
り
、
太
陽
は
、
惑
星
、
す
な
わ
ち
電
子
の
幕
に
よ
っ

て
閉
ま
れ
て
い
る
。
常
に
同
じ
構
成
要
素
、
す
な
わ
ち
中
性
子
お
よ
び
陽

子
か
ら
成
る
核
は
、
原
子
に
お
け
る
、
最
も
小
さ
い
が
し
か
し
最
も
重
要

な
部
分
で
あ
る
。
核
は
、
原
子
全
体
と
比
し
て
平
均
的
に
一

0
0
0
倍
小

さ
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
子
の
固
ま
り
す
べ
て
を
包
含
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
っ
た
く
同
様
に
各
々
の
秩
序
の
中
心
に
は
、
規
定
的
要
素
を

構
成
す
る
法
的
素
粒
子
宮
口
豆
E
M
m
E
m自由
EEo--nvg)
か
ら
成
る
核

が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
法
秩
序
の
構
造
を
包
含
す
る
、
こ
う
し
た
核

の
ま
わ
り
を
、
私
が
代
替
可
能
(
旨
昌
彦
己
)
と
呼
ぶ
多
数
の
要
素
が
回
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
原
子
核
の
ま
わ
り
を
電
子
が
回
つ

(
お
)

て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
」
。
そ
し
て
彼
は
さ
ら
に
、
あ
る
特
定
の
「
法

的
素
粒
子
」
が
、
「
規
定
的
要
素
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
代
替
可

能
要
素
」
で
あ
る
の
か
は
、
以
下
の
四
つ
の
属
性
に
照
ら
す
こ
と
で
識
別

可
能
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
唯
一
的
独
自
性
(
開
富
民
加
盟
百
宮
町
)
、

代
替
不
可
能
性

(
E
3
0
5
R
E円
)
、
規
定
性

(
E
O
B
E
R
g
s
q
n
z
'

g
w
g『
)
そ
し
て
相
補
性
(
ぎ
自
立
伺
呂
町
口
容
g
者
四
回
開
口
)
」
で
あ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
属
性
は
、
「
同
一
の
現

象
の
四
つ
の
側
面
」
を
表
す
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
「
規
定
的
要
素
」
と
し

て
の
「
経
済
組
織
」
を
例
に
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
な
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、

例
え
ば
ソ
ヴ
イ
エ
ト
法
圏
は
、
固
有
の
経
済
組
織
を
独
自
に
有
し
て
お
り

(
唯
一
的
独
自
性
)
、
同
時
に
ま
た
、
当
該
法
圏
内
の
法
秩
序
回
有
の
輪

北法53(0167) 167 
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郭
に
何
ら
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
他
の
経
済
組
織
と
置
き

換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
代
替
不
可
能
性
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
仮
に
特
定

の
法
圏
に
お
け
る
経
済
組
織
が
、
他
の
経
済
組
織
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

な
ら
ば
、
そ
の
影
響
は
、
当
該
法
圏
内
の
法
秩
序
を
構
成
す
る
「
法
的
素

粒
子
」
全
体
な
い
し
大
部
分
に
及
ぶ
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
法
秩
序
の

輪
郭
が
当
該
要
素
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る

(
規
定
性
)
。
よ
っ
て
、
個
々
の
「
規
定
的
要
素
」
が
単
独
に
お
い
て
変

更
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
、
お
よ
そ
困
難
な
の
で
あ
り
、
経
済
組
織
が
置
き

換
え
ら
れ
れ
ば
、
「
市
民
の
基
本
権
」
等
の
他
の
「
規
定
的
要
素
」
も
影

響
を
受
け
ざ
る
を
え
ず
、
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
反
響
し
合
う
か
た

(
m
U
)
 

ち
で
密
接
な
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
(
相
補
性
)
。
す
な

わ
ち
、
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
に
お
い
て
示
さ
れ
る
九
つ
の
「
規
定
的

要
素
」
は
、
そ
れ
ら
が
単
独
に
は
切
り
離
さ
れ
え
な
い
影
響
力
を
相
互
に

有
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
「
法
秩
序
の
構
造
」
な
い
し
は
、
そ
の
特
徴
的

輪
郭
を
形
作
る
「
核
」
を
構
成
し
う
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
が
、
『
法
比
較
』
第
一
巻
に
お
い
て
確
認
さ
れ
う
る
「
規
定
的
」

属
性
の
内
容
で
あ
る
が
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
ス
タ
ン

テ
イ
ネ
ス
コ
の
見
解
に
対
し
て
、
強
い
不
信
感
を
顕
わ
に
し
て
い
る
。
彼

は
い
う
、
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
『
規
定
的
』
要
素
と
『
代
替
可

能
』
要
素
と
を
『
そ
れ
ら
の
要
素
が
各
々
の
法
秩
序
に
、
そ
の
特
殊
な
個

性
を
与
え
る
』
(
規
定
的
な
)
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
、
『
二

次
的
な
重
要
性
を
も
っ
』
(
代
替
可
能
な
)
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区

別
し
て
い
る
。
こ
こ
に
及
ん
で
私
は
、
『
先
へ
進
む
ほ
ど
に
益
々
不
安
に

(
初
)

な
る
』
と
い
う
メ
l
リ
ケ
の
名
言
を
思
い
浮
か
べ
る
ほ
か
な
い
」
と
。
ツ

ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
「
様
式
理
論
」
お
い
て
は
、
諸
々
の
要
因
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
法
秩
序
の
特
徴
は
、
む
し
ろ
一
般
化
困
難
な
多
様

な
法
的
側
面
に
お
い
て
表
出
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
こ
こ
に
法
秩
序
の

包
括
的
図
式
化
を
可
能
と
す
る
命
題
が
追
究
さ
れ
る
こ
と
の
限
界
が
確
認

(
幻
)

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
認
識
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
法
秩

序
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
想
定
さ
れ
る
複
数
の
要
素
の
結
合
体
と
し
て

の
「
核
」
が
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
諸
要
素
全
般
に
作
用
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
う
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
「
法
秩
序
の

構
造
」
の
全
体
と
し
て
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
こ
と
を
保
証
す
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
よ
っ
て
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ト
に

よ
る
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
へ
の
批
判
は
、
当
該
理
論
が
か
よ
う
な
検

討
の
余
地
を
残
し
つ
つ
、
「
規
定
的
要
素
」
が
「
代
替
可
能
要
素
」
に
対

し
て
上
位
の
価
値
を
有
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
懐

疑
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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こ
う
し
た
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
の
批
判
は
、
『
法
比
較
』
第
三
巻
に
お
い

て
、
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
の
深
化
が
再
度
試
み
ら
れ
た
有
力
な
契
機



(
泣
)

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
前
記
の
問
題
提
起
に
い
か
な
る
解
答
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス

コ
の
「
法
比
較
」
第
三
巻
に
展
開
さ
れ
る
説
明
を
以
下
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

コンスタンテイネスコの比較法理論

こ
こ
で
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
の
懐
疑
の
発
端
を

な
す
問
題
認
識
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
自
身
に
お
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
問
題
提
起
と
し
て
表
現
さ
れ
、
再
度
問
い
な
お
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
い
う
、
「
諸
法
秩
序
が
、
均
一
的
で
一
体
的
な
、

相
当
程
度
自
律
し
た
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
マ
ク
ロ
比
較
に
と
っ
て
の
主
要
な
問
題
は
、
そ
れ
ら
の
法
秩
序
が
、

ど
の
程
度
質
的
に
相
互
に
相
違
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
は
、

各
法
秩
序
に
お
け
る
類
型
的
な
も
の
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
存
在
す
る
の

(
お
)

か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
」
と
。
こ
の
問
題
提
起
へ
の
解
と
し
て
、

彼
は
以
下
の
ご
と
く
自
説
を
展
開
す
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
従
来

想
定
さ
れ
て
き
た
も
の
を
含
め
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
次
の
四
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
包
含
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
ず
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、
法

規
範
、
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、
法
規
範
を
表
現
す
る
、
法
的
諸
概

念
、
原
則
、
外
観
的
形
態
、
法
的
思
考
、
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、

法
制
度
、
基
本
方
式
、
一
般
原
則
、
そ
し
て
最
後
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、

各
々
の
法
が
指
向
し
て
い
る
「
倫
理
的
・
目
的
論
的
な
究
極
目
的
(
?

(
泊
)

E
目

nF'Emo-o恒国
n
z
o
Eロ
色
霊
)
」
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
に
カ
テ

ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
要
素
す
べ
て
を
一
先
ず
(
法
的
)

「
素
粒
子
」
と
一
括
す
る
。
一
方
で
、
法
秩
序
は
、
こ
れ
ら
法
的
素
粒
子

の
脈
絡
の
な
い
総
和
を
具
現
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
二
重
の
意
味
で

一
体
的
ま
と
ま
り
(
開
E
Z
P
)
を
備
え
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、

「
規
範
的
体
系
と
し
て
の
一
体
性
(
忍
苦
ヨ
住
民
宮
田
喜
四
位
)
」
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
「
倫
理
的
・
目
的
論
的
一
体
性

(
n
Eお
宝
四

-gE関
宮
町
四

回
田
町
四
件
)
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
に
よ
れ
ば
、

ま
さ
し
く
後
者
の
法
的
平
面
に
お
い
て
、
諸
法
秩
序
を
法
圏
へ
と
分
類
す

る
た
め
に
、
法
の
類
型
を
解
明
し
、
そ
の
類
似
性
を
明
ら
か
に
す
る
う
え

(
お
)

で
適
切
な
基
準
が
探
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
社
会
的
所

与
と
法
的
構
成
と
の
聞
に
は
、
常
に
あ
る
目
的
、
す
な
わ
ち
当
該
社
会
が

(
お
)

指
向
す
る
「
究
極
目
的
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
諸
法
秩

序
は
、
そ
の
「
究
極
目
的
」
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
当
該
社
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
法
秩
序
を
樹
立
せ
し
め
る
政
治
的
、
経
済
的
社
会
秩
序
の
本
質
に

よ
っ
て
包
括
的
単
位
と
し
て
相
互
に
類
別
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
「
法
秩
序
の
構
造
」
は
包
括
的
に
把
握
さ
れ
、
そ
の
特
徴

的
輪
郭
は
科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
と
の
前
提
が
、
コ
ン
ス
タ
ン

テ
イ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
強
固
に
維
持
さ
れ
る
の
は
、
諸
法
秩
序
聞
の
一
体
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的
な
差
異
な
い
し
は
親
縁
性
が
、
そ
れ
ら
法
秩
序
の
「
究
極
目
的
」
に
お

い
て
表
現
さ
れ
、
明
確
に
な
る
と
観
念
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
で
あ
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
こ
の
「
究
極
目
的
」
を
決
定
す
る
因
子
は
、
最
も

重
要
な
諸
問
題
に
対
す
る
社
会
の
根
本
的
な
態
度
決
定
を
表
明
し
て
い
る

「
価
値
体
系
(
巧
自
由
吉
nB)
」
、
す
な
わ
ち
各
々
の
社
会
の
有
す
る
世
界

(
幻
)

観
、
人
間
観
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
「
究

極
目
的
」
を
規
定
す
る
因
子
で
あ
る
「
価
値
体
系
」
を
表
現
し
て
い
る
法

的
素
粒
子
が
、
「
規
定
的
要
素
」
な
の
で
あ
り
、
そ
の
総
体
が
、
類
型
的

(
お
)

に
把
握
さ
れ
う
る
構
造
的
全
体
を
具
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ

れ
ら
の
見
解
に
基
づ
き
、
彼
は
、
諸
法
秩
序
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
そ
れ

ら
の
法
制
度
お
よ
び
素
粒
子
の
「
独
特
さ
」
で
は
な
く
、
「
究
極
目
的
」

を
表
現
し
て
い
る
、
法
的
素
粒
子
の
「
属
性
お
よ
び
価
値
」
な
の
で
あ
る

(
鈎
)

と
の
結
論
を
な
す
。
つ
ま
り
、
諸
々
の
法
的
素
粒
子
は
、
そ
れ
が
当
該
社

会
の
独
自
性
を
表
現
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
他
の
素
粒
子
と
は
異
質

な
属
性
お
よ
び
上
位
の
価
値
を
有
す
る
「
規
定
的
要
素
」
と
し
て
確
認
さ

れ
う
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

『
法
比
較
』
第
三
巻
に
お
い
て
は
、
以
上
の
諸
見
解
へ
の
裏
づ
け
と
し

て
、
特
定
の
社
会
に
お
け
る
秩
序
形
成
な
い
し
は
そ
の
維
持
の
た
め
の
道

具
と
し
て
法
を
捉
え
よ
う
と
す
る
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
、
ネ
ス
コ
の
法
観
念

が
一
層
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

ぅ
。
彼
は
い
う
、
「
法
は
、
自
ら
の
目
的
を
己
れ
自
身
の
う
ち
に
見
出
す

こ
と
は
決
し
て
な
い
。
法
は
常
に
、
そ
の
法
が
実
現
し
て
然
る
べ
き
究
極

目
的
を
顧
慮
し
た
道
具
的
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
法

は
、
価
値
体
系
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
究
極
目
的
に
適
っ
た
、
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
秩
序
を
構
築
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の

(ω) 

秩
序
を
守
る
手
段
な
の
で
あ
る
」
と
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
い
う
法
の
「
目

的
論
的
一
体
性
」
と
は
、
法
秩
序
を
構
成
す
る
素
粒
子
全
体
が
、
特
定
の

目
的
実
現
に
向
け
た
手
段
と
し
て
、
有
機
的
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
法
的
素
粒
子
の
、
こ
う
し
た
有
意
な
連
関
を
彼
は
「
法
秩
序
の

構
造
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
「
特
異
性
」
の
「
全
総
体
」
と
し
て
「
法
様

式
」
を
捉
え
よ
う
と
し
た
「
様
式
理
論
」
と
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
と

の
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
違
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
第
一
巻
に
お
い
て
既
に
、
「
規
定
的
諸

要
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
ま
た
は
全
体
と
し
て
結
び
つ
い
て
、
原
則
お

よ
び
価
値
体
系
な
ら
び
に
当
該
法
秩
序
の
目
的
論
的
指
向
を
表
明
す
る
」

の
に
対
し
て
、
「
代
替
可
能
要
素
」
は
、
目
的
論
的
役
割
よ
り
も
む
し
ろ

技
術
的
な
役
割
し
か
果
た
し
て
お
ら
ず
、
各
々
の
法
秩
序
に
と
っ
て
基
本

的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
付
随
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
し

(
H
M
)
 

て
い
る
。
よ
っ
て
第
三
巻
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
、
法
を
社
会
秩
序
形

成
維
持
の
道
具
と
み
な
す
法
観
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
法
に
お
け
る
類
型
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的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
法
秩
序
の
構
造
的
一
体
性
は
、
法
の
目
的
論
的
平

面
に
お
い
て
表
明
さ
れ
て
い
る
と
の
仮
説
が
さ
ら
に
提
起
さ
れ
、
法
秩
序

の
構
造
的
輪
郭
と
し
て
の
「
究
極
目
的
」
を
明
ら
か
に
す
る
指
標
と
し
て
、

「
規
定
的
要
素
」
の
上
位
の
価
値
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

コンスタンテイネスコの比較法理論

(
1
)
N岩
田
。
田
口
封
。
同
N咽

E-戸
臼
・
己
・
大
木
雅
夫
訳
、
「
原
論
』
上

巻
、
一
一
四
l

一
一
五
頁
参
照
。

(
2
)
広明ヨ・・

ω・
司
・
同
前
、
一
二
四
l

一
二
五
頁
。

(
3
)
H
a
m
s
-
∞
・
邑
凶
・
大
木
雅
夫
訳
、
「
比
較
法
概
論
一
原
論
下
巻
』
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
回
、
六
六
七
頁
(
以
下
、
大
木
雅
夫

訳
、
『
原
論
』
下
巻
と
し
て
参
照
)
。

(
4
)
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
そ
れ
ゆ
え
イ
ス
ラ
l
ム
諸
国

の
法
は
、
「
西
欧
化
」
と
い
う
流
れ
に
全
面
的
に
あ
る
わ
け
で
は

な
い
と
す
る

[Eng--
∞
-
主
凶
ム
怠
・
大
木
雅
夫
訳
、
『
原
論
』
下
巻
、

六
八
二
|
六
八
三
頁
]
。

(
5
)
E
S
Y
∞
・
己
・
大
木
雅
夫
訳
、
「
原
論
』
上
巻
、
一
一
五
頁
。

(
6
)
E
o
s
-
u
∞・
4
唱
・
同
前
、
一
二
五
頁
。

(
7
)
Z
E
M
-
-
∞
・
司
・
同
前
、
一
一
ム
ハ
頁
。

無
論
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
自
身
の
い
う
「
相
対
的
な

重
み
」
は
、
「
分
類
対
象
」
と
し
て
の
諸
法
秩
序
聞
で
の
「
識
別
力
」

と
の
関
連
で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
分
類
主
体
」
間
で
の

相
対
性
の
問
題
と
明
確
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(8)
大
木
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
複
数
の
分
類
基

準
が
あ
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
射
程
距
離
は
、
当
然
に
相
違
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
考
え
う
べ
き
一
切
の
基
準
を
一
律
に
当
て
は

め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
無
理
で
あ
り
、
種
々
の
基
準

は
選
択
的
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
。
[
大
木
、
『
比

較
法
講
義
』
第
三
刷
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
、
二
ハ
三

頁
。
]

(
9
)
N
毛
田
。
目
角
決
。
同
N

・
回
門
戸
∞
・
叶
C

・
大
木
雅
夫
訳
、
『
原
論
』
上

巻
、
二
一
一
具
。

(叩

)
E
m
g
-
-
∞
・
弓
・
同
前
、
一
一
一

l

一
一
一
一
頁
。

(日
)
E
n
g
-
-
∞
・
司
・
同
前
、
二
一
五
一
一
一
六
頁
。

(
ロ
)
例
え
ば
大
木
は
、
「
『
権
利
の
た
め
の
闘
争
』
の
意
識
の
有
無
の

み
に
よ
っ
て
西
洋
と
極
東
の
法
観
念
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
試
み

も
ま
た
、
明
快
で
は
あ
る
が
あ
ま
り
に
も
図
式
的
で
あ
り
、
今
や

無
留
保
に
そ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す

る
[
大
木
、
『
日
本
人
の
法
観
念
一
西
洋
的
法
観
念
と
の
比
較
』

第
九
刷
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
、
二
四
三
頁
参
照
]
。

(日
)
N者
目
。
国
勾
決
C
4
N
r
E
・
戸
∞
ゴ

aa-
大
木
雅
夫
訳
、
『
原
論
』

上
巻
、
一
一
一
一
一
二
三
頁
。

(日
)
E
S
Y
∞
3
・
同
前
、
一
一
六
頁
。

(
日
)
冨
冊
目
・
・
臼
・
司
・
同
前
、
一
二
ハ
頁
。
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(日
)
E
E
Y
∞・

2
・
同
前
、
一

O
七
頁
。

(げ

)EEM--
∞・

3
・
同
前
、
六
一
頁
。

な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
母
法
秩
序
(
冨

Egg-ayg丘
ロ
ロ
ロ
開
ご

と
は
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
複
数
の
法
秩
序
の
な
か

で
も
、
と
り
わ
け
そ
の
代
表
と
み
な
し
う
る
法
秩
序
の
こ
と
を
意

味
し
て
い
る

[Eng--
∞・

2
大
木
雅
夫
訳
、
『
原
論
」
上
巻
、
一

O
七
頁
参
照
]
。

(
刊
日

)
E
m
B
-い
・
司
自
∞
。
・
同
前
、
一
二
六
頁
。

(
印

)
E
o
s
-咽
ω・3
・
同
前
、
一
一
ム
ハ
頁
。

(却

)nozω
ベ
〉
ス
コ
Z
回
以
山
内
。
・
切
払
-
F
∞
-M2・

(幻

)ZEM--
∞-Na--

(勾

)
n
g
g
S
E
-再開
n
o
-
-
h
σ
R
a
g
∞
ε
色

R
3臼
呈
吾

g
ユO
R
E
a
o『

同N
2
F再開〈再開
-anFCロ
加
a
J
N
司
凡
な
与
、
S
H
b
.
、
戸
、
旬
、
均
~
丘
町
、
同
町
司
令
河
町
内
E
『

he

宅

Hhh問、Hh町、Hahw¥訴し『加・・-喝、ゴ
Y

∞・
5hF『

(お
)
E
E
M
-
-
M・
3
】同

(M)
向。Z印、吋〉Z吋aHZ開回《
U
0
・田島・戸∞
-
M
邸内
γNaMW-

(
お
)
内
U
0
2∞
司
〉
Z吋
H
Z
開
切
の
。
・
田
島
-
F
∞-
M
A
Y
F

(
お
)
内
。
回
開
問
自
己
ロ
冊
目
8
・担
-
P
O
(
〉ロ
5
・MM)・∞・広凶弓

(幻

)Zos--
∞・忌品

(お

)
n
o
z∞斗〉ヌ4H甲山凹白内。・回向田
-F
∞
-Ma凶・

(却

)
E
m
g・ゆ∞
-
N
E
E
M
m
い唱・

(ぬ
)
N唱
岱
明

2
・回ロ
n
5
2望
。
円
吉
田
や
河
内
与
え
h
N
三
宮
町
、
q
S
L
設
、
s
h
t

~b.aえな
D
r
間人時史認色町、HHmw『
=bH九。おむ~魚川旬、立てbH、町内
E
F
】

A
W
J

『
メ
ム
同
」
m
-

∞--叶凶・

(
引
心
)
こ
の
点
は
、
「
混
血
」
法
体
系
の
例
に
つ
い
て
の
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ

ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
の
説
明
の
な
か
に
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
法
に
お
い
て
、
家
族
法
や
相
続
法
は
イ
ス

ラ
i
ム
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
財
産
法
は
フ
ラ
ン
ス
法
に

よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
点
を
も
っ
て
、
「
事
項
関
係
的
相
対
性
原

理
」
と
同
様
の
現
象
と
捉
え
ら
て
い
る
こ
と
に
確
認
さ
れ
て
い
る

ト」い、えレ
4

、っ。

(
詑
)
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
自
身
は
、
こ
の
問
題
点
が
、
第
三
巻

に
お
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
第
一
巻
に
お
い
て
既
に
予
告
さ
れ

て
い
る
と
す
る
胃
c
g
S
E
E
g
g
-
P曲
・
。
・
(
〉
ロ
ヨ
-
M

一3
・∞

-
2・]。

な
お
、
『
法
比
較
』
第
一
巻
で
は
、
独
立
し
た
学
問
と
し
て
の
「
比

較
法
学
」
に
関
す
る
問
題
は
、
「
も
っ
ぱ
ら
第
三
巻
に
譲
ら
れ
る
」

と
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
官
。
zω
斗
〉
Z
司
Z
開
凶
内
。
・
回
円
H
・
H
・

ω
M
Z・]。

法
圏
論
に
お
け
る
基
準
の
問
題
を
科
学
と
し
て
の
マ
ク
ロ
比
較
の

基
礎
づ
け
と
い
う
テ
l
マ
に
密
接
に
連
関
さ
せ
る
彼
の
意
図
か
ら

す
れ
ば
、
彼
の
い
う
予
告
と
は
、
こ
の
点
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
向
。
Z
凶
叶
〉
Z
J口
Z開
ω。
。
・
回
仏
・
ロ
戸
田
・

51?

(
出
)
同
SOB--
∞--∞十おか・

(お
)
E
S
Y
∞
ム
当
ム
∞
唱
・

(お

)
E
g
f
M・5
唱・

(幻

)
E
S
Y
∞・

5
申
ム
ヨ
・

(
お
)
冨
四
百
二
回
・

3
-
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(却

)
Z
o
s
-
-
m・
3--

(的

)
E
g
y
ω
・
3ι
・

(
H
U
)

の。
Z
印、『〉
ZHd同
Z
間
的
《

U
0
・
wa---
∞-
M
A
T
#

第
四
章

総
括
と
展
望

コンスタンテイネスコの比較法理論

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、
法
秩
序
を
も
っ
て
、
あ
る
社
会
が
占
め

て
い
る
文
化
的
時
空
間
軸
に
対
応
し
た
、
社
会
的
・
歴
史
的
諸
条
件
の
枠

内
に
お
い
て
、
人
為
的
に
作
り
出
さ
れ
る
「
精
神
的
産
物

(
m
g
z
m
m臼
n
g
マ

(
l
)
 
Eaご
と
し
て
観
念
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
的
・
歴
史
的
脈

略
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、
「
『
純
粋
な
』
な
い
し
は
『
抽
象
的
な
』
法
」
と

(2) 

い
う
も
の
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
と
す
る
。

こ
う
し
た
見
解
を
背
景
と
し
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
法
律
が
、

そ
の
諸
条
項
の
単
な
る
羅
列
で
は
お
よ
そ
な
い
の
と
同
様
に
、
諸
法
秩
序

を
法
規
範
な
い
し
法
的
素
粒
子
の
単
な
る
総
和
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
。

む
し
ろ
全
く
逆
に
、
法
秩
序
は
、
総
体
(
。

2
5吾
2)
に
お
い
て
観
察

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
包
括
的
で
、
一
体
的
な
、
相
当
程
度
自
律
し
た
単
位

と
し
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
諸
法
秩
序
は
、
そ
れ
ら
が
、
そ
れ
を
構

成
す
る
部
品
の
単
な
る
量
的
な
総
和
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
部
品
の
実
態
お
よ
び

機
能
は
、
全
体
と
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
お
り
、
か
つ
全
体
に
従
属
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
(
中
略
)
以
上
の
理
由
か
ら
、
基
本
的
枠
組
と
し
て
の

法
秩
序
、
な
ら
び
に
そ
の
存
在
の
契
機
を
度
外
視
す
る
よ
う
な
、
『
普
遍

的
類
型
論

(
E
E
S
B色
町
、
『
否
。

-G5)
』
へ
と
諸
法
秩
序
を
組
入
れ
る
こ
と

(3) 

は
、
誤
り
な
の
で
あ
る
」
と
。

同
時
に
ま
た
、
自
律
的
単
位
と
し
て
の
法
秩
序
と
の
関
連
で
、
法
が
人

為
的
に
創
出
さ
れ
る
「
精
神
的
産
物
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
物
理
的
な
要

因
と
し
て
の
社
会
的
・
歴
史
的
条
件
と
法
と
の
聞
に
は
、
「
決
定
論
的
関

係
(
さ
円

F
R
Z
2
5百
円
四
回
目
N

田
町
宮
口
問
)
」
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
全
く
な
い

と
も
い
う
。
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
「
同
一
の
、
経
済
的
、
政
治
的
、

道
徳
的
、
物
理
的
、
社
会
的
、
歴
史
的
、
倫
理
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸

要
因
は
、
決
し
て
機
械
的
に
同
一
の
法
規
範
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な

(4) 

い」。以
上
の
よ
う
な
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
立
場
は
、
「
法
系
そ
れ
自

体
を
研
究
す
べ
き
」
と
い
う
ア
ル
マ
ン
ジ
ョ
ン
/
ノ
ル
ド
/
ヴ
ォ
ル
フ
の

見
解
に
強
い
共
感
を
示
し
つ
つ
法
秩
序
の
概
観
を
試
み
、
同
時
に
ま
た
、

「
複
雑
な
構
築
物
」
と
し
て
の
法
は
、
単
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
共
通
性
に

基
づ
い
て
「
一
つ
の
器
」
に
投
げ
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
「
様

式
理
論
」
の
立
場
と
、
大
き
く
隔
た
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
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研究ノート

か
よ
う
に
共
有
さ
れ
た
立
場
か
ら
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
が
、
そ

れ
ゆ
え
に
こ
そ
看
過
し
え
な
い
問
題
領
域
と
し
て
「
特
に
特
徴
的
な
法
制

度
」
の
重
要
性
を
確
認
し
、
法
秩
序
に
お
け
る
特
徴
を
形
作
る
契
機
と
し

て
の
「
法
秩
序
の
歴
史
的
な
由
来
と
発
展
」
を
疑
い
の
余
地
な
く
重
要
な

(5) 

も
の
と
し
て
取
り
あ
げ
る
の
に
対
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、

こ
れ
ら
が
双
方
と
も
、
法
圏
論
に
お
け
る
基
準
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る

(
6
)
 

も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
本
稿
に
お
け
る
中
心
的
課
題
は
、
何
故
彼
等
が
、

共
通
の
問
題
認
識
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
各
々
対
時
す
る
解
答

を
な
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
を
法
圏
論
が
要
請
す
る
マ
ク
ロ
な
視
座
と
い

う
問
題
か
ら
問
い
な
お
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
に
対
す
る
結
論
は
、

前
章
に
お
け
る
「
様
式
理
論
」
と
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
の
対
比
の
も

と
に
、
次
の
よ
う
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
は
、
「
複
雑
な
構
築
物
」
と
し
て
の
法
の

多
様
な
側
面
を
幅
広
く
網
羅
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
多
元
的
」
で

あ
る
こ
と
が
、
法
圏
論
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
マ
ク
ロ
な
視
座
、
す
な
わ

ち
「
概
観
」
を
可
能
に
す
る
属
性
と
み
な
す
。
す
な
わ
ち
、
「
様
式
理
論
」

は
、
実
証
的
デ

i
タ
の
幅
を
拡
大
し
う
る
視
座
を
多
元
的
に
確
立
し
、
こ

れ
ら
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
い

わ
ば
法
圏
論
を
実
証
化
す
る
う
え
で
の
限
界
を
い
か
に
し
て
妥
当
に
克
服

す
る
か
に
、
主
と
し
て
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

同
時
に
、
諸
々
の
法
的
側
面
の
い
ず
れ
が
本
質
的
に
重
要
で
あ
る
の
か
は
、

決
し
て
一
義
的
に
決
定
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
ア
プ
リ
オ

リ
に
は
一
般
化
し
え
な
い
価
値
を
各
々
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
、
む
し
ろ
マ
ク
ロ
な
視
座
の
理
論
上
の
限
界
と
し
て
常
に
確
認
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
た
マ
ク
ロ
な
視
座
の
理
論
的
限
界
を
、
「
規
定

的
要
素
の
理
論
」
は
、
「
法
秩
序
の
一
体
性
が
表
明
さ
れ
、
そ
の
類
型
学

的
把
握
を
可
能
と
す
る
領
域
は
、
法
の
い
ず
れ
の
側
面
に
お
い
て
存
在
し

て
い
る
の
か
」
と
い
う
新
た
な
問
題
提
起
と
し
て
転
換
し
た
。
こ
こ
に
、

「
様
式
理
論
」
と
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
と
の
決
定
的
な
相
違
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
は
、

法
を
社
会
秩
序
の
形
成
維
持
の
た
め
の
道
具
と
み
な
す
観
念
に
基
づ
き
、

法
は
そ
の
実
現
へ
と
向
け
た
目
的
論
的
平
面
に
お
い
て
、
構
造
的
一
体
牲

を
有
し
て
い
る
と
の
仮
説
を
提
起
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
諸
法
秩
序
に
お
け

る
構
造
的
輪
郭
と
し
て
の
法
的
類
型
は
、
「
規
定
的
要
素
」
に
よ
っ
て
表

明
さ
れ
る
法
の
「
究
極
目
的
」
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、

マ
ク
ロ
な
視
座
の
射
程
と
す
る
問
題
領
域
は
妥
当
に
限
定
さ
れ
、
よ
っ
て

そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
諸
指
標
の
属
性
な
い
し
価
値
も
、
比
較
法
に
お
け
る

マ
ク
ロ
な
命
題
と
の
関
連
に
お
い
て
確
認
し
う
る
も
の
と
な
る
。
敢
え
て

い
う
な
ら
ば
、
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
複
数
の
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基
準
は
、
法
秩
序
の
「
規
範
的
体
系
と
し
て
の
一
体
性
」
、
法
秩
序
の
「
倫

理
的
・
目
的
論
的
一
体
性
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
の
う
ち
、
後
者
に
排
他

的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
一
元
的
」
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

コンスタンテイネスコの比較法理論

以
上
の
よ
う
な
理
解
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
が
、
「
様
式
理
論
」

批
判
に
お
い
て
、
「
特
に
特
徴
的
な
法
制
度
」
な
ら
び
に
「
法
秩
序
の
歴

史
的
な
由
来
と
発
展
」
に
つ
い
て
、
先
の
よ
う
な
批
判
的
評
価
を
下
し
た

こ
と
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
彼
は
い
う
、
「
比
較
法
学
者
の
指
導
の
も
と
に
あ
る
者
で
あ
れ

ば
、
い
か
な
る
初
学
者
で
あ
っ
て
も
、
類
似
し
た
法
制
度
が
、
異
な
る
機

能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
の
法
秩

序
が
、
極
め
て
異
な
る
法
制
度
お
よ
び
諸
規
範
を
通
じ
て
、
非
常
に
類
似

し
た
機
能
と
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

(7) 

る
」
と
。
こ
の
指
摘
に
合
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
顕
著
に
異
な
る
法
制
度

が
、
類
似
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
は
共
通
の
目
的

を
指
向
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ケ
l
ス
が
多
々
見
受

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
制
度
に
お
け
る
異
同
な
い
し
類
似
は
、
法

の
目
的
論
的
な
親
縁
性
を
判
断
す
る
指
標
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
法
の
「
歴
史
的
発
展
」
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
「
法
圏
の
特

徴
的
な
構
造
は
あ
る
事
象
の
結
果
で
あ
り
、
歴
史
的
発
展
の
中
に
は
そ
の

(
8
)
 

事
象
の
原
因
が
存
在
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
法
圏
の
構
造
的

特
徴
を
よ
り
よ
く
理
解
し
説
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
「
歴
史
的
発
展
」

を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
歴
史
的

認
識
方
法
と
構
造
的
認
識
方
法
は
、
「
た
と
え
相
互
に
排
除
し
合
う
も
の

で
は
な
く
て
補
い
合
う
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
対
象
お
よ
び
成
果

に
お
い
て
異
な
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ク
ロ
比
較

の
視
座
が
射
程
と
す
る
問
題
領
域
を
法
の
目
的
論
的
平
面
に
理
論
的
妥
当

に
限
定
す
る
と
い
う
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
の
意
図
を
前
提
理
解
と
す

る
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
歴
史
的
認
識
方
法
が
も
っ
ぱ
ら
こ
う

し
た
問
題
領
域
に
向
け
て
の
み
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
彼
は
、
マ
ク
ロ
比
較
に
よ
る
認
識
方
法
と
歴
史
的
認
識
方
法

(
9
)
 

と
は
、
こ
れ
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
自
身
は
、
自
ら
の
掲
げ
る
「
規
定
的

要
素
」
の
う
ち
、
「
法
の
観
念
と
法
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
当
該
要
素
が

「
最
も
重
要
な
規
定
的
要
素

(
U
E
5
n
E
m号
色

町

内

O
B
E
mおロ
ι町
田

町

4

(
ゆ
)

B
g同
)
」
で
あ
る
と
の
評
価
を
な
す
。
こ
の
評
価
も
ま
た
、
社
会
的
・
歴

史
的
脈
略
の
中
で
形
作
ら
れ
る
人
為
的
・
精
神
的
産
物
と
し
て
の
法
が
、

当
該
社
会
に
お
い
て
い
か
な
る
「
究
極
目
的
」
を
指
向
し
て
い
る
の
か
と

い
う
聞
い
を
通
じ
て
法
秩
序
の
構
造
的
輪
郭
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
、
彼
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の
意
図
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
次
の
問
題
意
識
を
今
後
の
課
題
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
本
稿
の
展
望
と
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ
が
、
マ
ク
ロ
な
視
座
の
理
論
的
限
界
と
し
て

「
事
項
関
係
的
相
対
性
原
理
」
を
確
認
し
た
の
は
、
法
の
制
度
的
構
造
と

い
う
側
面
に
お
い
て
、
包
括
的
図
式
化
を
許
容
し
な
い
、
相
互
に
一
般
化

不
可
能
な
問
題
領
域
が
、
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
経
験
的
認

識
に
基
づ
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
法
は
む
し
ろ
そ
の
倫
理
的
・
目
的
論
的

平
面
に
お
い
て
一
体
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
法
秩
序
の
構
造
に

お
け
る
特
徴
的
輪
郭
は
、
法
の
「
究
極
目
的
」
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
う

る
と
す
る
仮
説
は
、
マ
ク
ロ
比
較
が
科
学
と
し
て
存
在
し
う
る
こ
と
へ
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
有
力
に
指
し
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
一
方
で
、
「
規
定
的
要
素
の
理
論
」
が
、
社
会
的
・
歴
史
的
脈
略
の

な
か
に
現
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
法
秩
序
へ
の
実
証
的
な
認
識
を
基
礎

と
し
て
、
法
秩
序
の
類
型
学
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
志
向
し
つ

つ
、
最
終
的
に
は
試
論
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
法
の
「
究
極
目
的
」
は
、
当
該
理
論
に
お
い
て
な
お
、
い

ま
だ
「
未
知
の
領
域
」
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
経
験
的
実
証
が
蓄
積
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
法
の
目
的

論
的
平
面
に
お
い
て
な
お
「
事
項
関
係
的
相
対
性
原
理
」
と
「
同
様
の
現

象
に
つ
き
あ
た
る
」
こ
と
の
可
能
性
も
ま
た
、
現
段
階
に
お
い
て
は
否
定

し
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
ツ
ヴ
ア
イ
ゲ
ル
ト
/
ケ
ツ
ツ

が
、
「
法
秩
序
は
一
定
の
様
式
を
有
す
る
」
と
い
う
「
仮
説
」
に
強
固
に

固
執
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
常
に
断
片
的
」
な
経
験
に
基
づ
く
こ
と
で
、

限
定
的
な
枠
内
に
お
い
て
で
は
あ
れ
法
圏
分
類
の
実
証
性
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
、
法
圏
論
の
意
義
は
確
認
し
う
る
と
判
断
し
た
理
由
が
あ
る
と

い
え
よ
、
っ
。
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よ
っ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
の
比
較
法
理
論
を
検
討
す
る
う
え

で
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
目
さ
れ
う
る
の
は
、
果
た
し
て
彼
の
理
論
に

お
い
て
は
、
法
の
「
究
極
目
的
」
お
よ
び
そ
の
実
現
へ
向
け
た
法
的
素
粒

子
の
構
造
的
連
関
に
つ
い
て
、
そ
の
実
証
的
具
体
像
を
探
る
う
え
で
の
何

ら
か
の
手
掛
か
り
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
を

検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
有
効
な
拠
り
所
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
コ

(
日
)

ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ
が
『
法
比
較
』
第
二
巻
に
お
い
て
展
開
し
た
法
比

較
方
法
論
に
関
す
る
分
析
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ネ
ス
コ

の
初
期
の
業
績
の
大
半
が
、
民
法
上
の
制
度
比
較
に
向
け
ら
れ
、
い
わ
ば

ミ
ク
ロ
比
較
と
し
て
、
そ
の
並
は
ず
れ
た
広
汎
さ
と
高
度
な
質
と
が
高
い

(ロ)

評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ク

ロ
比
較
に
お
け
る
経
験
的
実
証
の
蓄
積
が
、
彼
の
晩
年
の
諸
業
績
に
お
い

て
、
マ
ク
ロ
比
較
の
理
論
的
限
界
の
克
服
へ
と
昇
華
し
た
の
で
あ
る
と
す
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Grundlegung der Rechtsvergleichung von Uontin-Jean Constantin白co

一一一Einblickin die "Struktur der Rechtsordnung“一一一

Atsushi HIROOKA * 

Bisher ist die Theorie vom Rechtskreis von Leontin-Jean Constantinesco mit jener 

von Konrad Zweigert aus der Perspektive der Kriterien fur die Klassifizierung von 

Rechtsordnungen verglichen worden. Beide Theorien sollen aus der Perspektive des 

Beobachtungsstandpunktes der Erforschung der ぷtrukturender Rechtsordnungen“ 

oder der "Rechtsstile“untersucht werden， um die Bedeutung von Constantinescos 

These zu verdeutlichen， das "Vergleichende Rechtswissenschaft“aIs autonome 

Disziplin nur auf wissenschaftlichen Krit巴rien，d. h. auf "determinierenden Elementen“ 

basiert， die die Grundstrukturen der Rechtsordnungen bestimmen. 

1m ersten Kapitel wird die Entwicklung der "Lehre von den Rechtskreisen“ 

untersucht， damit die Bedeutung von Constantinescos Fragestellung nach den Kriterien 

der Klassifizierung von Rechtsordnungen erklart werden k組 n.Das zweite Kapitel 

bezieht sich auf die Problematik der Betrachtung der Rechtsordnungen in ihrer 

Gesamtheit. Dieses Kapitel befast sich mit der Grundfrag巴 der"Lehre von den 

Rechtskreisen“， n通mlichwelche Merkmale (Kriterien) zur Rechtskreisbildung gewぬlt

werden rnussen， wenn Rechtsordnungen als Gegenstande der Makro-Vergleichung 

"verschiedengesichtige Gebilde“sind und vielfaltige MerkmaIe (Kriterien) enthaIten. 

Es gibt auf diese Frage zwei oppositionel¥e Antworten. Die eine richtet sich nach der 

*DoctoraI Student， School of Law， Hokkaido University 

I 北法53(1・252)252



VoJ.53 No.1 (2002) The Hokkaido Law Review 

"Zweckm油igkeit“， wobei die Wahl der Kriterien und die sich hieraus ergebende 

Rechtskreisbildung vom Zweck der Klassifizierung abh通ngt.Die andere besteht in 

einer "pluralistische[n] Anwendung der Kriterien“auf die Gruppenbildung von 

Rechtsordnungen. In diesem Kapitel wird dargestellt， das letztere Antwort zum 

Standpunkt der Betrachtung der Rechtsordnungen in ihrer Gesamtheit fuhren konnte. 

1m dritten Kapitel wird die "Stiltheorie“von Zweigert ITUt der ，川leorieder 

determinierenden und fungiblen Elemente“von Constantinesco verglichen. Dadurch 

wird verdeutlicht， welche Antworten beide Theorien auf die Grundfrage der "Lehre 

von den Rechtskreisen“geben. Das vierte Kapitel fast diese Untersuchung zusammen. 
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